
               
１ 主体的・対話的で深い学びの  
    実現に向けた授業改善 

主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善のどⅬ�

㸺主体的な学び㸼�

㸺対話的な学び㸼�

㸺深い学び㸼�

㻌 䛆

「小学校学習指導要領�平成��年�解説� 総則編� 3���」�
「中学校学習指導要領�平成��年�解説� 総則編� 3���」�

 ポイントĬ 
授業改善の3ếのᙻໜと 
             とẾとụの授業改᪃Ẕ10のᙻໜẕ 

ɼ˳的な学び 
Ĭ ĭ Į į 

Ĳ ĳ Ĵ ĵ 

 ᛅ的な学び Į İ ı ĵݣ

深い学び 
Ĭ ĭ Į į İ 

ı ĳ Ĵ ĵ 

「とẾとụの授業改᪃Ẕ10のᙻໜẕ」と 
᧙ᡲの深いᙻໜ 

  ポイント② 

◆「ɼ˳的な学び」を実現する子どもの姿（例） 

・ ᐻ ԛ や ᧙ ࣎ を 高 め る  

・ ᙸ ᡫ し を も つ  

・ 自 分 と 結 び つ け る  

・ ቬ り ࢍ く 取 り ኵ ǉ  

・ ਰ り ᡉ っ て 次 ǁ つ な げ る� 

� 以下のような授業改善の工夫が大切です。��

・切実ឤの࠶る課題設定�

・ヨ⾜㘒ㄗでࡁる学習⎔ቃ�

・ከᵝな学び᪉のᥦ౪�

・学習内容のまとめ・適用�

・ᩥᏐゝ語でのり㏉り�� � 等�

「ɼ˳ႎễ学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

そのために�

 を実現する姿と授業改善の工夫「ᛅႎễ学びݣ」

 を実現する子どもの姿（例）「ᛅ的な学びݣ」◆

・ 思 考 を ᘙ 現 に ፗ Ɩ ੭ え る  

・ ٶ ಮ な  െ で 説 ଢ す る  

・ ٶ ಮ な ऴ إ を ӓ ᨼ す る  

・ έ Ջ の 考 え ૾ を  ੑ か り と す る  

・ ʝ い の 考 え を ൔ ᠋ す る  

・ σ に 考 え を 創 り 上 げ る  

・ ң  し て ᛢ ᫆ 解 ൿ す る� 

� 以下のような授業改善の工夫が大切です。�

・対話するᚲ↛ᛶの࠶る課題の設定�

・学習内容等にᛂࡌたࣝࢢーࢧࣉイࢬの㐠用�

・ሗのྍど化・᧯స化など思考を深めるࢶ�

� ーࣝ等の㐠用�

・話を⪺ྜࡁえる関ಀᛶの構⠏� � � 等�

そのために�

 。げたり深めたりする場面を取り入れましǐう࠼ᛅによって自分の考えなどをݣ   

資
૰
と
ݣ
ᛅ 

 

ᛢ
᫆
解
ൿ
の
た
め
に
ಮ
ŷ
な

ऴ
إ
を
ӓ
ᨼ
し
ᵧ
自
分
な
り
の

ᘙ
現
に
し
て
い
Ɩ
ま
す
ᵨ 

Ț
Ǣ
で
ʩ
් 

 

ᛢ
᫆
解
ൿ
の
た
め
に
Ӑ

ᢋ
と
考
え
を
ʩ
්
し
ᵧ
自

分
の
考
え
を
̲
ദ
し
た
り

深
化
さ
Ƥ
た
り
し
ま
す
ᵨ 

 ɼ˳的に学習に取りኵめるよう学習のᙸᡫしをもった
り学習したことをਰりᡉったりして、自៲の学びや٭容
を自ᙾでƖる場面を取り入れましǐう。 

授業改善のᾂếのᙻໜỂ܇ỄờをᏋềる 
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◆「深い学び」を実現する子どもの姿（例）  

・ 思 考 し て 問 い 続 け る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 習 得 す る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 活 用 す る  

・ 自 分 の 思 い や 考 え と 結 び 付 け る  

・ 知 識 や 技 能 を 概 念 化 す る  

・ 自 分 の 考 え を 形 成 す る  

・ 新 た な も の を 創 り 上 げ る  

� 以下のような授業改善の工夫が大

切です。�

・知識や技能の適用場面を設定�

・既習内容や経験と関連付けた思考� �

� の促進�

・個の思いの顕在化�

・切実な課題の設定� � � 等�

「深い学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

そ
の
た
め
に�

�

 学びの深まりをつくり出すために、児童が考え

る場面と教師が教える場面を意図的に取り入れる

ことが大切です。 

自分の思いや考えと結び付けた児童のノート㻌

（４年）�

� 道徳のノートより�

「 」

（６年）国語科

、

知識・技能の習得及び活用を意識した㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌
㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 思考ツールの工夫㻌

 学習指導要領解説総則編には、次のように記されています。 

    

 すなわち、単元をどう構想するかが重要ということです。３つの学びの視点に立った授業改善

により、学習の質を一層高めていくことで、「学習内容の深い理解」「資質・能力の定着」が図

られ、児童生徒が、生涯にわたって能動的に学び続けるようにすることをめざします。 

� 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を考えることは単元や題材など内容や時

間のまとまりをどのように構成するかというデザインを考えることに他ならない。�

「小学校学習指導要領�平成��年�解説� 総則編� 3���」「中学校学習指導要領�平成��年�解説� 総則編� 3���」�

               

� ༢ඖとྛࠊࡣᩍ⛉➼にࡅ࠾る学習ෆᐜの᭷ᶵⓗࡦ࡞とまとまりとゝ࠼ます。ᩘ㛫࡛⤌ࡳ❧
てࢀࡽる学習のまとまりをぢ㏻すࡇと１ࠊࡣ༢㛫の授業の㉁をྥୖࡏࡉる点に࠾いてࡶᴟ
༢ඖཬび１༢ࡓて㔜せ࡛す。༢ඖのまとまりの୰࡛「యⓗ࣭ᑐヰⓗ࡛῝い学び」をព㆑しࡵ
㛫の学習のィ⏬を❧てましࡻう。�

≕  ɼ˳的∝ݣᛅ的↖ขい学↢を 
     めↅした授業↔ⅾりのܱᨥ 

ҥΨನेのȝǤȳȈ 

 単元ᚘဒはⅤめↅすۋⅥをॖᜤして˺ ポイントĬ 

 ༢ඖయのὶࢀの୰࡛ࠊ「యⓗ࣭ᑐヰⓗ࡛῝い学び」の視点にࡅ࠾る学習活動をពᅗⓗ࣭
ィ⏬ⓗ࣭⤌⧊ⓗに⤌ࡳධࢀていࡁましࡻう。�

� ҥΨ全体を、ᙸᡫすെ᨞、児童生徒がᛢ᫆ᚐൿに取り組ǉെ᨞、ᐯ分の学びを振り返り、次に

ƭながる学びのെ᨞をᚨܭしていƘことを意ᜤしてҥΨをನेします。そのನेをؕにして、実

ᨥにҥΨの学習ᢅᆉをᚘဒしていきます。 

 単元ನेと単元ᚘဒ 

� どんなಅにするのか、ʙЭに
しっかりとನेをጀることが大切
です。 

� � 学習ᣦᑟせ㡿ゎㄝとඣ❺⏕ᚐの実ែをࡶとにࠊ༢ඖの┠ᶆをと࠼ࡽます。�

ᩍᮦ࣭㢟ᮦࠊࡀ┠ᶆ㐩ᡂに㐺しているࠊ㨩ຊࡣఱ࡞を᳨ウします。まࠊࡓᙜヱ༢ඖの� �
� 学びに関ಀの࠶る᪤習ෆᐜをὙいฟします。�

� � ᙜヱ༢ඖに関ಀするࡇとを୰ᚰにࠊඣ❺⏕ᚐの学びのᡂᯝࡸㄢ㢟を整理します。 

� � ᙜヱ༢ඖの୰࡛実⌧しࡓいඣ❺⏕ᚐの学びのጼを᫂☜にします。のሙ㠃࡛のࡼう࡞学習� �
� 活動を⤌࡛ࢇいࡃのࠊ༢ඖయをぢ㏻してィ⏬ⓗに考࠼ていࡁます。�

� � 学習ᣦᑟせ㡿に♧ࡓࢀࡉෆᐜを学習ᣦᑟせ㡿ゎㄝをࡶとにしࡽࡀ࡞☜ㄆします。�

 žɼ体的な学びſžݣᛅ的な学びſžขい学びſは、これらすǂてをᲫҥˮ時
間のɶで実ྵするのではなƘ、ҥΨǍ᫆といったまとまりのɶで実ྵをめƟす
ものです。したがって、ᙸᡫしをもってᚘဒ的にᚨܭすることが大切です。 

Ⅎ 単元をನेする 
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◆「深い学び」を実現する子どもの姿（例）  

・ 思 考 し て 問 い 続 け る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 習 得 す る  

・ 知 識 ・ 技 能 を 活 用 す る  

・ 自 分 の 思 い や 考 え と 結 び 付 け る  

・ 知 識 や 技 能 を 概 念 化 す る  

・ 自 分 の 考 え を 形 成 す る  

・ 新 た な も の を 創 り 上 げ る  

� 以下のような授業改善の工夫が大

切です。�

・知識や技能の適用場面を設定�

・既習内容や経験と関連付けた思考� �

� の促進�

・個の思いの顕在化�

・切実な課題の設定� � � 等�

「深い学び」を実現する姿と授業改善の工夫 

そ
の
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め
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 学びの深まりをつくり出すために、児童が考え

る場面と教師が教える場面を意図的に取り入れる

ことが大切です。 

自分の思いや考えと結び付けた児童のノート㻌

（４年）�

� 道徳のノートより�

「 」

（６年）国語科

、
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㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 㻌 思考ツールの工夫㻌

 学習指導要領解説総則編には、次のように記されています。 

    

 すなわち、単元をどう構想するかが重要ということです。３つの学びの視点に立った授業改善

により、学習の質を一層高めていくことで、「学習内容の深い理解」「資質・能力の定着」が図

られ、児童生徒が、生涯にわたって能動的に学び続けるようにすることをめざします。 

� 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善を考えることは単元や題材など内容や時

間のまとまりをどのように構成するかというデザインを考えることに他ならない。�
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� ҥΨ全体をᙸᡫしたನेをؕに、Ძ時間Ძ時間のᚘဒを
ᇌてていきます。 

� � � � � � � � � � � � � �

�

�

�

�

�

� 学習㐣⛬�

� に「㸱ࡓࡅ」
とっとりの授ࠊࡣ
業改革【１０の視
点】のձյ⑧ࡀᙜ
てࡣまります。授
業のᑟධࠊᒎ㛤ࠊ
⤊ᮎ㒊ศに関ࢃる
ෆᐜ࡛࠶りࠊ授業
యをᵓᡂするୖ
い視ࡓព㆑しࠊ࡛
点ࡤり࡛す。�

�

➨１学ᖺ㸦ᅜㄒ⛉㸧� �
༢ඖྡ� いࡳࢃの� のりࡶの� �う㸟ࡈうࡹいしࡔ
� � � � � � � � � 㹼ࢻ࢞に࡞って� しࡻういしࡼう㹼�
㢟ᮦྡ䛂い䜝い䜝な㻌䜅䛽䛃䠄ฟ䠖䛂䛒た䜙しいこ䛟䛤䛃䠄一ᖺୗ㻌ᮾி᭩⡠䚿㻌

➨㸰学ᖺ㸦ᅜㄒ⛉㸧�

� 実㊶ղ�
� とっとりの授業改革䛆䠍䠌のどⅬ䛇と
の関連を♧している。�

� � 実㊶ձ�
� 学習ᣦᑟに䛂యⓗ䞉ᑐヰⓗで῝い学䜃䛃の
視点の࣒ࣛࢢࢺࢡࣆ;㸨Ϳをྲྀりධࠊࢀ༢ඖィ⏬
を❧てている。�
� � � � 㸦㸨㸸⊂❧⾜ᨻἲேᩍ⫋ဨᨭᶵᵓసᡂ㸧�

�

�

� ࡓっࡶᣦᑟほを࡞☜᫂ࠊいてඹ㏻理ゎをᅗりࡘにࡴ㡯┠を┒り㎸࡞うࡼの
「実ຠᛶの࠶る」「࠼る」༢ඖィ⏬をసᡂしていࡁましࡻう。�

� � 実㊶ճ�
� Ẽ㧗୰学ᰯ༊࡛ࠊࡣとっとりの授業改革䛆䠍䠌の視
点䛇の୰ࡽ㔜点ⓗにព㆑する視点を㸱ࡘに⤠りࠊ
指導に᫂記するな䛹して、ඹ、ࡅとྡ「㸱ࡓࡅ」
㏻実㊶にྲྀり⤌࡛ࢇいる。�

ᮏ┠ᶆ�

➨１学ᖺ㸦⏕活⛉㸧�

ℳ 単元ᚘဒをᇌてる  本時の授業は、単元の１ピース ポイント② 

 ༢ඖの୰の１༢㛫࡛࠶るࡇとをᛕ㢌にࠊࡁ࠾ඣ❺⏕ᚐの学びのࡀ࡞ࡘりをព㆑しࡓ授業࡙
ると考࠶࡛ࢫ࣮ࣆのࡘの୍ࡵࡓるࡏࡉをᡂࢪ࣮࣓࣮ࣝࢦࡣ㔜せ࡛す。ᮏࡀとࡇりをするࡃ
�。ります࡞㔜せにࡀ１㛫１㛫ࠊᒙ୍ࠊると࠼

 その時間でᏋをめƟすщをଢᄩにして、児童生徒の実७をؕに、本時Ⴘをᚨܭします。

本時Ⴘのᚨܭと́せて、ᚸ̖ᙹแも˺する࣏ᙲがあります。 

 本時目標を明確にする 

 本時Ⴘは、その時間の学びによってᢋ
される児童生徒のφ体的なۋでᚨܭする
ことが大切です。 

 ᙸᡫẲをờẺẶる 

 児童生徒がžᙸᡫしをもƭſとは、学習ᛢ᫆を৭੮し、どのようにすれƹᛢ᫆をᚐൿできるの

か、どのようなሉえがᎋえられるのかሁにƭいてǤȡȸǸをもƭということです。 

 児童生徒のɼ体的な学びを実ྵするため
にも、児童生徒が学習ᛢ᫆をᄩ実にƭかん
だり、ᚐൿの方ඥǍሉえのᙸᡫしをもった
りすることが、ಊめてᙲになります。 

� とっとりの授業改革【１０の視
点】のձ「㨩ຊⓗ࡞ㄢ㢟࣭ᩍᮦの
ᥦ♧」と関連しています。� ᮏのὶࢀ�

༢ඖィ⏬�

�
ゝ
ㄒ
ᮦ
ᩱ
を
ព
㆑
し
て
స
ᡂ
し
ࡓ
㹒
ࢩ
䣺
�ࢶ

� ༢ඖの見㏻しを
䜒た䛫るためのᥖ
示。ᤵᴗが㐍䜐に
つれて、学䜃の㊊
㊧が㏣ຍ䛥れ、ᥖ
示≀がቑ䛘てい䛝
ます。๓時と本時、
ḟ時のつながりを
ඣ❺がどぬⓗにᤊ
䛘䜙れます。㻌

○ 本時目標を明確にする 

○ 見通しをもたせる 

○ めあてを共有する 

○ 問題等の提示について工夫する 

○ 中心的な学習活動を工夫する 

○ まとめを行う 

○ 振り返りの場面を設定する 

○ 学習評価を行い指導に生かす 

子どもの主体的・対話的で深い学びを実現する授業のポイント 

授業計画を立ててから、いざ、本時の授業へ！！ 

 ˌɦ、ᲲƭのȝǤȳȈをᛇしƘᛟଢします。 

ワン 
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� ҥΨ全体をᙸᡫしたನेをؕに、Ძ時間Ძ時間のᚘဒを
ᇌてていきます。 

� � � � � � � � � � � � � �

�

�

�

�

�

� 学習㐣⛬�

� に「㸱ࡓࡅ」
とっとりの授ࠊࡣ
業改革【１０の視
点】のձյ⑧ࡀᙜ
てࡣまります。授
業のᑟධࠊᒎ㛤ࠊ
⤊ᮎ㒊ศに関ࢃる
ෆᐜ࡛࠶りࠊ授業
యをᵓᡂするୖ
い視ࡓព㆑しࠊ࡛
点ࡤり࡛す。�

�

➨１学ᖺ㸦ᅜㄒ⛉㸧� �
༢ඖྡ� いࡳࢃの� のりࡶの� �う㸟ࡈうࡹいしࡔ
� � � � � � � � � 㹼ࢻ࢞に࡞って� しࡻういしࡼう㹼�
㢟ᮦྡ䛂い䜝い䜝な㻌䜅䛽䛃䠄ฟ䠖䛂䛒た䜙しいこ䛟䛤䛃䠄一ᖺୗ㻌ᮾி᭩⡠䚿㻌

➨㸰学ᖺ㸦ᅜㄒ⛉㸧�

� 実㊶ղ�
� とっとりの授業改革䛆䠍䠌のどⅬ䛇と
の関連を♧している。�

� � 実㊶ձ�
� 学習ᣦᑟに䛂యⓗ䞉ᑐヰⓗで῝い学䜃䛃の
視点の࣒ࣛࢢࢺࢡࣆ;㸨Ϳをྲྀりධࠊࢀ༢ඖィ⏬
を❧てている。�
� � � � 㸦㸨㸸⊂❧⾜ᨻἲேᩍ⫋ဨᨭᶵᵓసᡂ㸧�

�

�

� ࡓっࡶᣦᑟほを࡞☜᫂ࠊいてඹ㏻理ゎをᅗりࡘにࡴ㡯┠を┒り㎸࡞うࡼの
「実ຠᛶの࠶る」「࠼る」༢ඖィ⏬をసᡂしていࡁましࡻう。�

� � 実㊶ճ�
� Ẽ㧗୰学ᰯ༊࡛ࠊࡣとっとりの授業改革䛆䠍䠌の視
点䛇の୰ࡽ㔜点ⓗにព㆑する視点を㸱ࡘに⤠りࠊ
指導に᫂記するな䛹して、ඹ、ࡅとྡ「㸱ࡓࡅ」
㏻実㊶にྲྀり⤌࡛ࢇいる。�

ᮏ┠ᶆ�

➨１学ᖺ㸦⏕活⛉㸧�

ℳ 単元ᚘဒをᇌてる  本時の授業は、単元の１ピース ポイント② 

 ༢ඖの୰の１༢㛫࡛࠶るࡇとをᛕ㢌にࠊࡁ࠾ඣ❺⏕ᚐの学びのࡀ࡞ࡘりをព㆑しࡓ授業࡙
ると考࠶࡛ࢫ࣮ࣆのࡘの୍ࡵࡓるࡏࡉをᡂࢪ࣮࣓࣮ࣝࢦࡣ㔜せ࡛す。ᮏࡀとࡇりをするࡃ
�。ります࡞㔜せにࡀ１㛫１㛫ࠊᒙ୍ࠊると࠼

 その時間でᏋをめƟすщをଢᄩにして、児童生徒の実७をؕに、本時Ⴘをᚨܭします。

本時Ⴘのᚨܭと́せて、ᚸ̖ᙹแも˺する࣏ᙲがあります。 

 本時目標を明確にする 

 本時Ⴘは、その時間の学びによってᢋ
される児童生徒のφ体的なۋでᚨܭする
ことが大切です。 

 ᙸᡫẲをờẺẶる 

 児童生徒がžᙸᡫしをもƭſとは、学習ᛢ᫆を৭੮し、どのようにすれƹᛢ᫆をᚐൿできるの

か、どのようなሉえがᎋえられるのかሁにƭいてǤȡȸǸをもƭということです。 

 児童生徒のɼ体的な学びを実ྵするため
にも、児童生徒が学習ᛢ᫆をᄩ実にƭかん
だり、ᚐൿの方ඥǍሉえのᙸᡫしをもった
りすることが、ಊめてᙲになります。 

� とっとりの授業改革【１０の視
点】のձ「㨩ຊⓗ࡞ㄢ㢟࣭ᩍᮦの
ᥦ♧」と関連しています。� ᮏのὶࢀ�

༢ඖィ⏬�

�
ゝ
ㄒ
ᮦ
ᩱ
を
ព
㆑
し
て
స
ᡂ
し
ࡓ
㹒
ࢩ
䣺
�ࢶ

� ༢ඖの見㏻しを
䜒た䛫るためのᥖ
示。ᤵᴗが㐍䜐に
つれて、学䜃の㊊
㊧が㏣ຍ䛥れ、ᥖ
示≀がቑ䛘てい䛝
ます。๓時と本時、
ḟ時のつながりを
ඣ❺がどぬⓗにᤊ
䛘䜙れます。㻌

○ 本時目標を明確にする 

○ 見通しをもたせる 

○ めあてを共有する 

○ 問題等の提示について工夫する 

○ 中心的な学習活動を工夫する 

○ まとめを行う 

○ 振り返りの場面を設定する 

○ 学習評価を行い指導に生かす 

子どもの主体的・対話的で深い学びを実現する授業のポイント 

授業計画を立ててから、いざ、本時の授業へ！！ 

 ˌɦ、ᲲƭのȝǤȳȈをᛇしƘᛟଢします。 
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 めあては、学習のϔ᪽でࠖが੩ᅆしたり、ᙸᡫしをもった結果としてଢᄩになったりするも

のです。ಅのɶのどの᩿ئでどのように੩ᅆするのかは、それƧれのᅹ・᪸؏ሁのཎឋに

よって٭ǘります。 

 めあては、児童生徒が学びのᡲዓࣱを

意ᜤできるものにすることが大切です。 

 めẝềをσஊする 

 ҥΨのႸをᢋするために、Ძҥˮ時間Ɲとの問᫆

ሁをᚨܭします。児童生徒に੩ᅆするئӳは、ҥΨのɶの

ಅ間のƭながりを意ᜤできるようなپも大切です。 

 問題等の提示について工夫する 

 児童生徒が問᫆にӼかうࣱ࣏を意ᜤしたり、本時の

問᫆ሁをᐯらの問いᲢᚐൿしたいᛢ᫆ᲣとしてӖƚഥめ

たりすることが大切です。 

� とっとりの授業改革【１０の視点】ձ
「㨩ຊⓗ࡞ㄢ㢟࣭ᩍᮦのᥦ♧」と関連して
います。�

 問᫆のᚐൿにӼƚて、ଏ習ʙを活ဇしたり、Мဇできるऴإをӓᨼしたり、ಮŷなऴإをൔ

᠋・᧙ᡲ˄ƚながらᎋݑしたりします。 

 ˂ᎍとのʩ්をᡫじて、ᐯ分の࣬ᎋのɶ៲をよりଢᄩに意ᜤしたり、˂ᎍのᎋえをᎥƘこと

で、問᫆ᚐൿに࣏ᙲなᙻໜをفǍしたりできるようにすることも大切です。 

 ଢᄩなᛢ᫆意ᜤのもと、ᐯ分なりのᎋえをもってʝ
いのᎋえをʩ්する活動をˮፗ˄ƚることが大切で
す。そのᨥ、ᛅӳいの意とǴȸȫがଢᄩに意ᜤされ
るように、ࠖのφ体的なਦᅆሁが࣏ᙲとなります。  

 ɶ࣎ႎễܖ፼ѣをپする 

㻌 とっとりの授業改革䛆１０の視点䛇の�

ղ「య㦂ⓗ࡞学習の充実」�

ճ「㈨ᩱの活⏝」�

④「思考の整理」�

յ「ㄝ࣭᫂Ⓨ⾲のᶵの充実」�

⑥「学び合う活動の充実」�

に関連しています。�

㻌
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� ᢸ௵のඛ⏕ࡀっࡓ┿に⯆
をចࠊࢀ「実㝿ࡣう࡞のࢁࡔ
う。」「ㄪࡓい。」と㏣✲ࡀጞ
まりましࡓ。ẚ㍑のᇶ‽ࢀࡉ♧ࡀ
て࠾りࠊ᪤習㡯を活⏝しࡽࡀ࡞
考࠼を整理していࡁましࡓ。�

� 実㦂࣭ほᐹ࣭考ᐹࠊඹ᭷ࠊⓎ
ࢵࢭ࣮ࢱࢫ࣏ࠊᙺ₇ᢏࠊ⾲
学ࡸいࡽࡡࠊ➼ヰ合いࠊࣥࣙࢩ
習ᒎ㛤にࡼってᕤኵ࡛ࡁます。�

 本時の学習で、何を学んだのか、その学びはなぜ生まれたのかなどを振り返らせることによっ
て、学びの手応えを感じさせたり、その学びを生かした次の学びへの意欲を高めさせたりするこ
とが大切です。 

 振り返りの場面を設定する 

 次のような、振り返りのための問いも効果的です。 
・何ができるようになりましたか。 
・何が分かりましたか。 
・なぜできるようになりましたか。 
・なぜ分かりましたか。 
・次の時間に何を学びたいですか。 

・次の時間にどんな学び方をしたいですか。  

 めあてをもとに学習活動に取り組んだ結果として得られたことを、学級全体で共有します。 

 まとめは、児童生徒の実感の伴ったも

のとなるようにしたいものです。そのた

めにも、児童生徒の言葉を生かしたまと

めが望まれます。 

 まとめを行う 

㻌 このまとめが、次時の学習の
導入時に活用され、「円の面
積」を求める学習につながりま
した。㻌

「まとめ」の活用㻌

㻌 それぞれの考え方を発表し合い、説明し合った後、子どもたちの言葉を手
がかりに「まとめ」が行われました。㻌

学習過程で生まれた「まとめ」㻌

� 振り返りの視点を示した上で、本時
の振り返りとして指導者が求める項目に

ついて、記述するよう指示します。これ

により、指導者が本時の学習内容の理

解を見取る一助となります。�

� とっとりの授業改革【１０の視点】の
④「思考の整理」⑥「学び合う活動の充
実」と関連しています。�

実践例① 実践例② 

� とっとりの授業改革
【１０の視点】の⑧「学
習を振り返る活動の設
定」に関連しています。�
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 めあては、学習のϔ᪽でࠖが੩ᅆしたり、ᙸᡫしをもった結果としてଢᄩになったりするも

のです。ಅのɶのどの᩿ئでどのように੩ᅆするのかは、それƧれのᅹ・᪸؏ሁのཎឋに

よって٭ǘります。 

 めあては、児童生徒が学びのᡲዓࣱを

意ᜤできるものにすることが大切です。 

 めẝềをσஊする 

 ҥΨのႸをᢋするために、Ძҥˮ時間Ɲとの問᫆

ሁをᚨܭします。児童生徒に੩ᅆするئӳは、ҥΨのɶの

ಅ間のƭながりを意ᜤできるようなپも大切です。 

 問題等の提示について工夫する 

 児童生徒が問᫆にӼかうࣱ࣏を意ᜤしたり、本時の

問᫆ሁをᐯらの問いᲢᚐൿしたいᛢ᫆ᲣとしてӖƚഥめ

たりすることが大切です。 

� とっとりの授業改革【１０の視点】ձ
「㨩ຊⓗ࡞ㄢ㢟࣭ᩍᮦのᥦ♧」と関連して
います。�

 問᫆のᚐൿにӼƚて、ଏ習ʙを活ဇしたり、Мဇできるऴإをӓᨼしたり、ಮŷなऴإをൔ

᠋・᧙ᡲ˄ƚながらᎋݑしたりします。 

 ˂ᎍとのʩ්をᡫじて、ᐯ分の࣬ᎋのɶ៲をよりଢᄩに意ᜤしたり、˂ᎍのᎋえをᎥƘこと

で、問᫆ᚐൿに࣏ᙲなᙻໜをفǍしたりできるようにすることも大切です。 

 ଢᄩなᛢ᫆意ᜤのもと、ᐯ分なりのᎋえをもってʝ
いのᎋえをʩ්する活動をˮፗ˄ƚることが大切で
す。そのᨥ、ᛅӳいの意とǴȸȫがଢᄩに意ᜤされ
るように、ࠖのφ体的なਦᅆሁが࣏ᙲとなります。  

 ɶ࣎ႎễܖ፼ѣをپする 

㻌 とっとりの授業改革䛆１０の視点䛇の�

ղ「య㦂ⓗ࡞学習の充実」�

ճ「㈨ᩱの活⏝」�

④「思考の整理」�

յ「ㄝ࣭᫂Ⓨ⾲のᶵの充実」�

⑥「学び合う活動の充実」�

に関連しています。�
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� ᢸ௵のඛ⏕ࡀっࡓ┿に⯆
をចࠊࢀ「実㝿ࡣう࡞のࢁࡔ
う。」「ㄪࡓい。」と㏣✲ࡀጞ
まりましࡓ。ẚ㍑のᇶ‽ࢀࡉ♧ࡀ
て࠾りࠊ᪤習㡯を活⏝しࡽࡀ࡞
考࠼を整理していࡁましࡓ。�

� 実㦂࣭ほᐹ࣭考ᐹࠊඹ᭷ࠊⓎ
ࢵࢭ࣮ࢱࢫ࣏ࠊᙺ₇ᢏࠊ⾲
学ࡸいࡽࡡࠊ➼ヰ合いࠊࣥࣙࢩ
習ᒎ㛤にࡼってᕤኵ࡛ࡁます。�

 本時の学習で、何を学んだのか、その学びはなぜ生まれたのかなどを振り返らせることによっ
て、学びの手応えを感じさせたり、その学びを生かした次の学びへの意欲を高めさせたりするこ
とが大切です。 

 振り返りの場面を設定する 

 次のような、振り返りのための問いも効果的です。 
・何ができるようになりましたか。 
・何が分かりましたか。 
・なぜできるようになりましたか。 
・なぜ分かりましたか。 
・次の時間に何を学びたいですか。 

・次の時間にどんな学び方をしたいですか。  

 めあてをもとに学習活動に取り組んだ結果として得られたことを、学級全体で共有します。 

 まとめは、児童生徒の実感の伴ったも

のとなるようにしたいものです。そのた

めにも、児童生徒の言葉を生かしたまと

めが望まれます。 

 まとめを行う 

㻌 このまとめが、次時の学習の
導入時に活用され、「円の面
積」を求める学習につながりま
した。㻌

「まとめ」の活用㻌

㻌 それぞれの考え方を発表し合い、説明し合った後、子どもたちの言葉を手
がかりに「まとめ」が行われました。㻌

学習過程で生まれた「まとめ」㻌

� 振り返りの視点を示した上で、本時
の振り返りとして指導者が求める項目に

ついて、記述するよう指示します。これ

により、指導者が本時の学習内容の理

解を見取る一助となります。�

� とっとりの授業改革【１０の視点】の
④「思考の整理」⑥「学び合う活動の充
実」と関連しています。�

実践例① 実践例② 

� とっとりの授業改革
【１０の視点】の⑧「学
習を振り返る活動の設
定」に関連しています。�
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 ỆဃẦすݰ፼ᚸ̖を行ẟਦܖ 

 学習ᚸ̖は、ᚸ̖ᙹแをؕにᘍいます。ᚸ̖ᙹแは、žᚸ̖ᙹแの˺、ᚸ̖方ඥሁのپો
ծのためのӋᎋ૰ſᲢᇌᏋሊᄂᆮᲣをؕに˺します。 

 学習ᚸ̖はਦݰに生かされなƚれƹな

りません。本時のૅੲへとƭなƛたり、

次時ˌᨀのਦݰにӒପさせたりします。 

【➨㸰学ᖺ� ᅜㄒ⛉】༢ඖྡ「⏕ࡶࡁのってすࡈい࡞㸟㹼⤮ࡼ࠼ࡓࡘ࡛ࢸࣥࢥう㹼」�

� まࡑࠊࡣࡎの༢ඖ࡛⫱ᡂをࡊࡵすຊを᫂☜にしてࠊඣ❺⏕ᚐの実ែᢕᥱにᇶ࡙ࠊࡁ「య
ⓗ࣭ᑐヰⓗ࡛῝い学び」の実⌧をព㆑しࡓ༢ඖィ⏬をసᡂしましࡻう。ࡑしてࢀࡑࠊにᇶ࡙ࡃ
１༢㛫ࡈとの授業ィ⏬をసᡂして授業にྥうࡇとࡀษ࡛す。�

㻌 ඣ❺の学
䜆ពḧをᘬ
䛝ฟ䛩ሙ面㻌
䛆視点䐟䛇㻌

㻌 ᮏ時の学
習とめ䛒䛶
の☜ㄆ㻌
䛆視点䐟䛇㻌

㻌 振り返りと
次時䜈のព
ḧ䛡のሙ
面㻌
䛆視点䐦䛇㻌

㻌 ᮏ時┠ᶆ
をぢྲྀるつ
‽のタᐃ㻌
䛆視点䐥䛇㻌

㻌 学䜃合䛖活ື
をᐇさ䛫るた
めの᭩䛟活ືの
タᐃ䛆視点䐤䛇㻌

㻌 ಶேで考え、⪅と
考えをὶ䛩るሙ面㻌
䛆視点䐢䐣䛇㻌

㻌 本時のޒには、とっとりの

ಅો᪃ƂᲫᲪのᙻໜƃがᙐ

ૠᙸて取れます。言い੭える

と、ɼ体的・ݣᛅ的でขい学

びの実ྵにӼƚた学習活動が

ˮፗ˄ƚられているというこ

とになります。このような学

習ޒを意ᜤして、ಅƮƘ

りをᡶめましǐう。 

�とっとりの授業改革【１０の視点】շ「学習ホ౯の᥎㐍」と関連しています。�

ਦݰとᚸ̖のɟ体҄が大切です。 

� 「子どもたちの学力を向上させたい」「分かる授業づくりをしたい」「学び合いのある授業

にしたい」等、指導者として常に向上心をもって取り組むことが大切です。子どもたちの学び

を充実させるためにも、次のような工夫を意識して授業改善を進めましょう。�

  学習意欲を引き出す発問  ポイント① 

               ３ 大切にしたい学びを支える技 

  ①児童生徒が、聞く姿勢になっていることを確認する。 

  ②内容が把握しやすい明確な問いにする。 

   ・はっきりと一度で問う。 

   ・反応を待つ。 

  ③多様な考えを引き出す問いにする。�

 発問とは、本時の目標を達成させるために教師が発する問いであり、児童生徒の学習意欲を

引き出したり、思考や活動を促し、授業の流れを作ったりするものです。�

  ①経験したこと、知っていることなどを問う発問 

   （例）「○○について、知っていることはありませんか？」 

  ②問題場面の原因を考えさせたり、結果を推測させたりする発問 

   （例）「このようになったのは、なぜでしょう？」 

      「○○を■■にすると、結果は、どうなるでしょう？」 

  ③比較させたり、選択させたりする発問 

   （例）「①と②では、考え方にどのような違いがありますか？」 

      「もっと○○にするには、どちらの解き方がよいでしょう？」 

  ④振り返りを促す発問 

   （例）「何ができるようになりましたか？」 

      「次の時間に何を学びたいですか？」 

 
例① 写真や資料をもとに、白地図や表にまとめてみて、どんなことに気付きましたか。 

例② なぜ、土地の広い南側ではなく、北側に家がたくさん集まっているのでしょう。 

� 例①の発問に対して、児童は、様々な気付きを挙げると考えられます。根拠となる資料等

を示しながら説明する児童もあるかもしれません。しかし、例①の気付きを基にして例②の

ように重ねて発問することで、「分布」や「広がり」「自然条件」などの視点を意識して答

えようとします。発問を工夫することで、より深い学びにつながると考えられます。�

（例）第３学年 

 単元名 わたしのまち みんなのまち（第３学年） 

 目 標 Ａ町の土地の様子を地形的な条件や社会的な条件と関連付けて考えることができる。 

�

１ 発問の種類 

２ 発問する際の留意点 

� 児童生徒の反応が気にな
り、問い方や問う内容を変
えていくと、かえって子ど
もたちは、混乱してしまう
こともあります。発問は明
確にしましょう。�

� ＊
詳
し
く
は
、
「
学
力
向
上
を
支 

 

え
る
基
盤
づ
く
り
に
向
け
て
」 

 

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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 ỆဃẦすݰ፼ᚸ̖を行ẟਦܖ 

 学習ᚸ̖は、ᚸ̖ᙹแをؕにᘍいます。ᚸ̖ᙹแは、žᚸ̖ᙹแの˺、ᚸ̖方ඥሁのپો
ծのためのӋᎋ૰ſᲢᇌᏋሊᄂᆮᲣをؕに˺します。 

 学習ᚸ̖はਦݰに生かされなƚれƹな

りません。本時のૅੲへとƭなƛたり、

次時ˌᨀのਦݰにӒପさせたりします。 

【➨㸰学ᖺ� ᅜㄒ⛉】༢ඖྡ「⏕ࡶࡁのってすࡈい࡞㸟㹼⤮ࡼ࠼ࡓࡘ࡛ࢸࣥࢥう㹼」�

� まࡑࠊࡣࡎの༢ඖ࡛⫱ᡂをࡊࡵすຊを᫂☜にしてࠊඣ❺⏕ᚐの実ែᢕᥱにᇶ࡙ࠊࡁ「య
ⓗ࣭ᑐヰⓗ࡛῝い学び」の実⌧をព㆑しࡓ༢ඖィ⏬をసᡂしましࡻう。ࡑしてࢀࡑࠊにᇶ࡙ࡃ
１༢㛫ࡈとの授業ィ⏬をసᡂして授業にྥうࡇとࡀษ࡛す。�

㻌 ඣ❺の学
䜆ពḧをᘬ
䛝ฟ䛩ሙ面㻌
䛆視点䐟䛇㻌

㻌 ᮏ時の学
習とめ䛒䛶
の☜ㄆ㻌
䛆視点䐟䛇㻌

㻌 振り返りと
次時䜈のព
ḧ䛡のሙ
面㻌
䛆視点䐦䛇㻌

㻌 ᮏ時┠ᶆ
をぢྲྀるつ
‽のタᐃ㻌
䛆視点䐥䛇㻌

㻌 学䜃合䛖活ື
をᐇさ䛫るた
めの᭩䛟活ືの
タᐃ䛆視点䐤䛇㻌

㻌 ಶேで考え、⪅と
考えをὶ䛩るሙ面㻌
䛆視点䐢䐣䛇㻌

㻌 本時のޒには、とっとりの

ಅો᪃ƂᲫᲪのᙻໜƃがᙐ

ૠᙸて取れます。言い੭える

と、ɼ体的・ݣᛅ的でขい学

びの実ྵにӼƚた学習活動が

ˮፗ˄ƚられているというこ

とになります。このような学

習ޒを意ᜤして、ಅƮƘ

りをᡶめましǐう。 

�とっとりの授業改革【１０の視点】շ「学習ホ౯の᥎㐍」と関連しています。�

ਦݰとᚸ̖のɟ体҄が大切です。 

� 「子どもたちの学力を向上させたい」「分かる授業づくりをしたい」「学び合いのある授業

にしたい」等、指導者として常に向上心をもって取り組むことが大切です。子どもたちの学び

を充実させるためにも、次のような工夫を意識して授業改善を進めましょう。�

  学習意欲を引き出す発問  ポイント① 

               ３ 大切にしたい学びを支える技 

  ①児童生徒が、聞く姿勢になっていることを確認する。 

  ②内容が把握しやすい明確な問いにする。 

   ・はっきりと一度で問う。 

   ・反応を待つ。 

  ③多様な考えを引き出す問いにする。�

 発問とは、本時の目標を達成させるために教師が発する問いであり、児童生徒の学習意欲を

引き出したり、思考や活動を促し、授業の流れを作ったりするものです。�

  ①経験したこと、知っていることなどを問う発問 

   （例）「○○について、知っていることはありませんか？」 

  ②問題場面の原因を考えさせたり、結果を推測させたりする発問 

   （例）「このようになったのは、なぜでしょう？」 

      「○○を■■にすると、結果は、どうなるでしょう？」 

  ③比較させたり、選択させたりする発問 

   （例）「①と②では、考え方にどのような違いがありますか？」 

      「もっと○○にするには、どちらの解き方がよいでしょう？」 

  ④振り返りを促す発問 

   （例）「何ができるようになりましたか？」 

      「次の時間に何を学びたいですか？」 

 
例① 写真や資料をもとに、白地図や表にまとめてみて、どんなことに気付きましたか。 

例② なぜ、土地の広い南側ではなく、北側に家がたくさん集まっているのでしょう。 

� 例①の発問に対して、児童は、様々な気付きを挙げると考えられます。根拠となる資料等

を示しながら説明する児童もあるかもしれません。しかし、例①の気付きを基にして例②の

ように重ねて発問することで、「分布」や「広がり」「自然条件」などの視点を意識して答

えようとします。発問を工夫することで、より深い学びにつながると考えられます。�

（例）第３学年 

 単元名 わたしのまち みんなのまち（第３学年） 

 目 標 Ａ町の土地の様子を地形的な条件や社会的な条件と関連付けて考えることができる。 

�

１ 発問の種類 

２ 発問する際の留意点 

� 児童生徒の反応が気にな
り、問い方や問う内容を変
えていくと、かえって子ど
もたちは、混乱してしまう
こともあります。発問は明
確にしましょう。�

� ＊
詳
し
く
は
、
「
学
力
向
上
を
支 

 

え
る
基
盤
づ
く
り
に
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� 児童生徒の発ᚕをӖけて、ƦǕをつなƗながら、܇どもたちとともに学፼をᡶǊていくことで

ಅがΪܱしていきます。 

࠙ཧ考ࠚᛮ考をάᛶさࡏるためのၥいにࡘいて 
㻌 思考が動く活動をつくる「動詞」（例） 

�

考えるためのືモ� Ⓨၥの例�

ẚ㍑する� �の㐪いは㸽�ඹ㏻点は㸽ڹڹとۑۑ

分㢮する� どんなࣉ࣮ࣝࢢ分ࡅができるࢁࡔう㸽�分ࡅる基‽は㸽�

㛵ಀづࡅる� �う㸽ࢁࡔう㸽�ཎᅉはఱࢁࡔはどんな㛵ಀڹڹとۑۑ

視点㸦❧ሙ㸧を変える� �う㸽ࢁࡔるとどうࡳの視点ู࣭のேの❧ሙからۑۑ

᥎ㄽする࣭㐺⏝する� ㌟㏆な問㢟ู࣭の問㢟にあてはめるとどうなるかな㸽�

ලయする� ᅗに⾲してࡳよう�

㑅ᢥุ࣭᩿する� どの考えがいちࡤんよいࢁࡔう㸽�なࡑࡐう思う㸽�

ぢ㏻す� ⤖ᯝはどうなるࢁࡔう㸽�大切にしたい౯್が実⌧するか㸽�

ᢈุする� �かの方ἲはないか㸽�れでよいか㸽ࡑんとうに

り㏉る� 学んࡔこと㸪よかったこと㸪これからのㄢ㢟はఱࢁࡔう㸽�

� � � 㸦ᅜ❧教⫱ᨻ⟇◊✲ᡤ� す㔝┿⏤⨾�Ặ㸧�
「考え㸪㆟ㄽする㐨ᚨを実⌧する㸟యⓗ࣭対ヰⓗで深い学びの視点から㸦ᅗ᭩ᩥ㸧」� ��

�

� 教⛉や㡿ᇦの≉ᛶに合ࢃせて、
工夫してえࡑうですね。�

� �

３ 発ᚕのӕ↹ɥↁ૾⅚↓↙ⅽ૾ 

�ᩍᐊᥖ♧ࡾࡼ! 

 聞き方、ᛅし方のᙻໜを

ૢྸしたਫ਼ᅆཋで、܇ども

たちに「考えをつなƙこ

と」をॖᜤさせるのも、一

つの方ඥです。 

（သॖໜ） 

 児童生徒の発ᚕをႎ確にᚸ̖する 

 ᛚሉをٻʙにৢう 

 発ᚕを҄する 

� ୍ே୍ேの考えのよさやつまࡎきをᢕᥱし、
ᨭに生かします。�

� ㄗ答の問㢟点についてゎỴする㐣⛬を㏻し

て、学⣭యの学びに広げていきます。�

� ୍ேの発ゝをయで取り上げඹ᭷すること

で、の児童生徒の思考のࢺࣥࣄになります。�

� 児童生徒がぢて、本時の目標が分かり、学習をり㏉ることができるᯈ᭩をめࡊすことが大
切です。ࡑのためには、ᯈ᭩のᙺをしっかりと⌮ゎし、子どもたちの目⥺に❧ったᯈ᭩を⾜
うᚲせがあります。�

ெのࢫл↞∝∝∝ 

 Ⅎ 学፼ϋܾのᙲ点をЎⅺ↹↳すⅾする 

 ℳ δᇜဃࢻの࣬ᎋをяↀ⅚࣬ᎋѣを発にする 

 ℴ 学፼ᢅᆉⅻЎⅺ↹⅚ਰ↹ᡉ↹ⅻし↳すⅾ↙る 
 

ؕஜ↗し↕∝∝∝ 

     Ⅎ ஜの学፼ᛢ᫆≋↰ⅱ↕≌ⅻЎⅺる↷ⅵにする 

 ℳ ᑥ̅い↳૨܌のᣐፗ⅚大ⅼↄに留意する 
   ∝↘の܇に↱ᙸ↳すⅾ⅚発ᢋെ᨞にࣖↇた大ⅼↄ↖ 

 ℴ ܇↘↱ⅻெを⇴∞⇮にϙすↂ↗を意ᜤする 
   ∝૨܌ૠ⅚ⅾᡮↄ⅚ᛟଢする⇥⇊∅∙⇖をᎋえる 

 ℵ 学፼ᢅᆉをਰ↹ᡉるↂ↗ⅻ↖ⅼる↷ⅵにᚘဒႎにⅾ  
   ∝↖ⅼるↀ１ҥˮ᧓に１のெ 

   ∝ᙀя᱅ெሁのဇ 

� 児童生徒にఏえたいこと
をはっきりともって授業を
⾜いますが、授業の๓に、
本時でᢲさえたいこと、⫱
成をめࡊす力を明確にして
「ெᚘဒ」を❧てること
は、授業づくりで大切な࣏
�。ですࢺࣥ

᪥
┤ 

 

ᮾ
㒊 

⫱
⏨ 

  ࣬ᎋをяẬỦெ  ポイントĭ 

Ƃᢊࣈᅹƃ 

 ᇹᲯ学࠰の「Լࠖ」をとしたಅのெです。ਦݰᎍ
のਦݰᚇに基づいて、ெもီなります。σᡫしているໜとし
て、܇どもたちのᚕᓶをٻЏにして生かし、さらにஜ時の学び
のᢅᆉがЎかるெとなっているໜです。 

�

㸦ᯈ᭩の例㸧�

� いࡎれの授業に࠾

いても、指導者がᯈ

᭩ィ⏬を❧てた上

で、授業に⮫んでい

ます。�
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� 児童生徒の発ᚕをӖけて、ƦǕをつなƗながら、܇どもたちとともに学፼をᡶǊていくことで

ಅがΪܱしていきます。 

࠙ཧ考ࠚᛮ考をάᛶさࡏるためのၥいにࡘいて 
㻌 思考が動く活動をつくる「動詞」（例） 

�

考えるためのືモ� Ⓨၥの例�

ẚ㍑する� �の㐪いは㸽�ඹ㏻点は㸽ڹڹとۑۑ

分㢮する� どんなࣉ࣮ࣝࢢ分ࡅができるࢁࡔう㸽�分ࡅる基‽は㸽�

㛵ಀづࡅる� �う㸽ࢁࡔう㸽�ཎᅉはఱࢁࡔはどんな㛵ಀڹڹとۑۑ

視点㸦❧ሙ㸧を変える� �う㸽ࢁࡔるとどうࡳの視点ู࣭のேの❧ሙからۑۑ

᥎ㄽする࣭㐺⏝する� ㌟㏆な問㢟ู࣭の問㢟にあてはめるとどうなるかな㸽�

ලయする� ᅗに⾲してࡳよう�

㑅ᢥุ࣭᩿する� どの考えがいちࡤんよいࢁࡔう㸽�なࡑࡐう思う㸽�

ぢ㏻す� ⤖ᯝはどうなるࢁࡔう㸽�大切にしたい౯್が実⌧するか㸽�

ᢈุする� �かの方ἲはないか㸽�れでよいか㸽ࡑんとうに

り㏉る� 学んࡔこと㸪よかったこと㸪これからのㄢ㢟はఱࢁࡔう㸽�

� � � 㸦ᅜ❧教⫱ᨻ⟇◊✲ᡤ� す㔝┿⏤⨾�Ặ㸧�
「考え㸪㆟ㄽする㐨ᚨを実⌧する㸟యⓗ࣭対ヰⓗで深い学びの視点から㸦ᅗ᭩ᩥ㸧」� ��

�

� 教⛉や㡿ᇦの≉ᛶに合ࢃせて、
工夫してえࡑうですね。�

� �

３ 発ᚕのӕ↹ɥↁ૾⅚↓↙ⅽ૾ 

�ᩍᐊᥖ♧ࡾࡼ! 

 聞き方、ᛅし方のᙻໜを

ૢྸしたਫ਼ᅆཋで、܇ども

たちに「考えをつなƙこ

と」をॖᜤさせるのも、一

つの方ඥです。 

（သॖໜ） 

 児童生徒の発ᚕをႎ確にᚸ̖する 

 ᛚሉをٻʙにৢう 

 発ᚕを҄する 

� ୍ே୍ேの考えのよさやつまࡎきをᢕᥱし、
ᨭに生かします。�

� ㄗ答の問㢟点についてゎỴする㐣⛬を㏻し

て、学⣭యの学びに広げていきます。�

� ୍ேの発ゝをయで取り上げඹ᭷すること

で、の児童生徒の思考のࢺࣥࣄになります。�

� 児童生徒がぢて、本時の目標が分かり、学習をり㏉ることができるᯈ᭩をめࡊすことが大
切です。ࡑのためには、ᯈ᭩のᙺをしっかりと⌮ゎし、子どもたちの目⥺に❧ったᯈ᭩を⾜
うᚲせがあります。�

ெのࢫл↞∝∝∝ 

 Ⅎ 学፼ϋܾのᙲ点をЎⅺ↹↳すⅾする 

 ℳ δᇜဃࢻの࣬ᎋをяↀ⅚࣬ᎋѣを発にする 

 ℴ 学፼ᢅᆉⅻЎⅺ↹⅚ਰ↹ᡉ↹ⅻし↳すⅾ↙る 
 

ؕஜ↗し↕∝∝∝ 

     Ⅎ ஜの学፼ᛢ᫆≋↰ⅱ↕≌ⅻЎⅺる↷ⅵにする 

 ℳ ᑥ̅い↳૨܌のᣐፗ⅚大ⅼↄに留意する 
   ∝↘の܇に↱ᙸ↳すⅾ⅚発ᢋെ᨞にࣖↇた大ⅼↄ↖ 

 ℴ ܇↘↱ⅻெを⇴∞⇮にϙすↂ↗を意ᜤする 
   ∝૨܌ૠ⅚ⅾᡮↄ⅚ᛟଢする⇥⇊∅∙⇖をᎋえる 

 ℵ 学፼ᢅᆉをਰ↹ᡉるↂ↗ⅻ↖ⅼる↷ⅵにᚘဒႎにⅾ  
   ∝↖ⅼるↀ１ҥˮ᧓に１のெ 

   ∝ᙀя᱅ெሁのဇ 

� 児童生徒にఏえたいこと
をはっきりともって授業を
⾜いますが、授業の๓に、
本時でᢲさえたいこと、⫱
成をめࡊす力を明確にして
「ெᚘဒ」を❧てること
は、授業づくりで大切な࣏
�。ですࢺࣥ

᪥
┤ 

 

ᮾ
㒊 

⫱
⏨ 

  ࣬ᎋをяẬỦெ  ポイントĭ 

Ƃᢊࣈᅹƃ 

 ᇹᲯ学࠰の「Լࠖ」をとしたಅのெです。ਦݰᎍ
のਦݰᚇに基づいて、ெもီなります。σᡫしているໜとし
て、܇どもたちのᚕᓶをٻЏにして生かし、さらにஜ時の学び
のᢅᆉがЎかるெとなっているໜです。 

�

㸦ᯈ᭩の例㸧�

� いࡎれの授業に࠾

いても、指導者がᯈ

᭩ィ⏬を❧てた上

で、授業に⮫んでい

ます。�
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� ᭩くことによって、子どもたちは思考㐣⛬をᩚ⌮することができます。また、ᯈ᭩を᭩き

すことで、学習内容のせ点をᩚ⌮することができます。子どもたちの学ࡪ意欲を㧗めるࢺ࣮ࣀ

指導が大切です。�

 ○ȎȸȈの上な̅い方の例を、ܴ内にਫ਼ᅆしたり、学ኢᡫ̮やȎȸȈޒᅆ˟などでኰʼし  

  たりして、ј果ႎなȎȸȈづくりをきかける。 

 ○ӧᏡなᨂりಅࢸにȎȸȈをׅӓし、ໜ౨・ᚸ̖をᘍう。 

 学ố意欲ỆếễầỦἠὊἚਦݰ  ポイントĮ 

� ெをϙすだけでなく、

ᐯЎの考えたことやЎ

かったこと、ွ問もく

ようにさせよう。 

� 発ᢋെ᨞、ᅹのཎࣱ

を考ॾしたȎȸȈを選ǅ

う。（ȞǹႸのٻきさ、

ፖዴのࠢ、עሁ） 

ྸेႎ↙⇴∞⇮にするた↰に�

 ○ᅹのཎࣱやႸႎに応ơたき方のਦݰ 

  をᘍう。 

 ○ǬǤȀȳǹをᘍう。 

  ・ȎȸȈづくりのႸႎをˡえる。 

  ・ᚡλのきまりを確認する。（ଐ˄、学፼ᛢ題（Ǌあて）、ᙸ出し、ᑥの̅いЎけなど） 

  ・ȎȸȈづくりの引きやᢅӊのȎȸȈを例ᅆし、ྸेႎなȎȸȈをǤȡȸǸさせる。 

 ○くᡮさやくЎ、ɠݗさなど、̾ʴࠀにݣ応する。 

�

�
� 学習内容の⌮ゎやࢺ࣮ࣀの᭩き方などのຓゝやບましのゝⴥ、ឤ

を教師がグ㏙することで、子どもたちの授業の意欲を㧗めたり、学び

を深めたりするきっかࡅとなります。ࢺ࣮ࣀ指導を㏻ࡌて、児童生徒⌮

ゎも進ࡳ、Ⰻዲな㛵ಀをつくることにもつながります。�

１ ⇴∞⇮↔ⅾ↹のႸႎ 

２ ⇴∞⇮ਦݰの∃⇊∙⇮ 

３ 点౨↗ᚸ̖ 

� ๓時の学習やᐙᗞ学習を本
時に生かせるようなࢺ࣮ࣀづ
くりが大切です。�

 ○学፼内容をസす。 

  ą学፼のᚡがസり、学びを振り返ることができる。 

  ą学፼内容がዒዓしてਵえらǕるとともに、ɼ˳ႎな学びに発ޒできる。 

 ○くことにより学፼内容をૢྸする。 

 ○ᙲໜを明確҄する。 

� ᚕᓶ、ዋ、、ǪȪǸȊȫǭȣ

ȩǯǿȸ、ԉき出し、˄ሗኡなど

を̅って、ᐯЎだけのȎȸȈづく

りを支ੲしよう。 

�

（⮬Ꮫ⩦䝜䞊䝖）䠐ᖺඣ❺㻌
� 児童が⯆
を も っ た 内
容、ឤ に ඹ
ឤしながら、
᪂しい視点を
えるᢸ௵の
があࢺ࣓ࣥࢥ
ります。�

 児童生徒が、యⓗで対ヰⓗに学ࡪ授業にするためには、目ⓗに応ࡌた⎔ቃ作りがḞかせませ
ん。教⛉の≉ᛶ、学習内容、児童生徒の実ែ等を考៖し、య、ᑠ㞟ᅋ、ಶேなど学習ᙧែを工
夫することが大切です。�

があり、待さǕるј果もီなりࣉᨼׇといっても、ȚǢやǰȫȸȗ学፼などƦǕƧǕにཎݱ 

ます。問題解ൿのᢅᆉがңႎなものになるように、ଐ᪭からႸႎに応ơたᢘЏな学፼࢟७を

 。していきましょうپ

集ᅋの 

つ ᶍ 
ಶ ே  ࣌ ᑡேᩘのࣉ࣮ࣝࢢ  య 

 

 

 

≉ ᚩ 

୍࣭ேでࡌっくりと� �

� 取り組める。�

࣭気㍍に▷時㛫で流�

� できる。�

࣭㞄りのᖍ、๓ᚋ、自�

� ⏤に┦ᡭをぢつࡅる�

� など工夫できる。�

࣭⪺く࣭ヰす❧ሙが明�

� 確になる。�

࣭」ᩘの考えを流で�

� き、自ಙがもてる。�

࣭ከ様な意ぢと出え�

� るため、考えを広げ�

� たり深めたりでき�

� る。�

࣭ከ様な考えを基に、学�

� ⣭యでヰし合い、よ� �

� りよいゎỴに向ࡅて学�

� びを深め、学習内容を�

� ඹ᭷できる。�

 

 

␃ពⅬ 

࣭自分の考えをもて� �

� なかったり୍ேで�

� 取り組めなかった�

� りするሙ合は、ᨭ�

� がᚲせである。�

�の㛵ಀᛶに㓄៖࣭࣌

� する。�

�

࣭ヰ合いや活動にཧຍ�

� しにくい児童生徒に� �

� ᨭがᚲせである。�

࣭ྖやグ㘓などᙺ�

� をỴめる等の࣮ࣝࣝ�

� があるとよい。�

࣭学⣭が Ᏻ心して意ぢ� �

� を出し合えるሙである�

� ことがồめられる

࣭ཧຍしにくい児童生徒�

� の出␒を考៖したാき�

� かࡅがᚲせである。�

 Ძҥˮ時間をᡫしてӷơ࢟७でᘍうこともありますし、学፼内容やႸႎ、学፼ᢅᆉ、児童のܱ

७ሁによってはこǕらをᙐૠӕりλǕてಅをᡶǊることもӧᏡです。児童生徒が、ɼ˳ႎに

ಅに向かい、ݣᛅをᡫしてขく学ǂるよう、Ⴘႎに応ơて学፼࢟७をپしましょう。 

ಶேの学࣌ ࡧでの学ࡧ 

⮬
⏤
に
ື
き
な
が
ࡽ
の 

 
 
 
 
 

学
 ࡧ


య
で
の
学
 ࡧ

  ѣỆᢘẲẺ学習࢟७をᢠố  ポイントį 

� 㸯༢時㛫の୰
で、目ⓗに応ࡌて学
習ᙧែを工夫してい
ます。�

㸦実㊶例㸧༢ඖྡ� ᅗᙧのᣑ大と⦰ᑠ㸦➨㸴学ᖺ㸧�
� � � � � 本時のめあて「どんなᙧになるかண して、点対⛠なᅗᙧを作ᅗしよう。」�
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� ᭩くことによって、子どもたちは思考㐣⛬をᩚ⌮することができます。また、ᯈ᭩を᭩き

すことで、学習内容のせ点をᩚ⌮することができます。子どもたちの学ࡪ意欲を㧗めるࢺ࣮ࣀ

指導が大切です。�

 ○ȎȸȈの上な̅い方の例を、ܴ内にਫ਼ᅆしたり、学ኢᡫ̮やȎȸȈޒᅆ˟などでኰʼし  

  たりして、ј果ႎなȎȸȈづくりをきかける。 

 ○ӧᏡなᨂりಅࢸにȎȸȈをׅӓし、ໜ౨・ᚸ̖をᘍう。 

 学ố意欲ỆếễầỦἠὊἚਦݰ  ポイントĮ 

� ெをϙすだけでなく、

ᐯЎの考えたことやЎ

かったこと、ွ問もく

ようにさせよう。 

� 発ᢋെ᨞、ᅹのཎࣱ

を考ॾしたȎȸȈを選ǅ

う。（ȞǹႸのٻきさ、

ፖዴのࠢ、עሁ） 

ྸेႎ↙⇴∞⇮にするた↰に�

 ○ᅹのཎࣱやႸႎに応ơたき方のਦݰ 

  をᘍう。 

 ○ǬǤȀȳǹをᘍう。 

  ・ȎȸȈづくりのႸႎをˡえる。 

  ・ᚡλのきまりを確認する。（ଐ˄、学፼ᛢ題（Ǌあて）、ᙸ出し、ᑥの̅いЎけなど） 

  ・ȎȸȈづくりの引きやᢅӊのȎȸȈを例ᅆし、ྸेႎなȎȸȈをǤȡȸǸさせる。 

 ○くᡮさやくЎ、ɠݗさなど、̾ʴࠀにݣ応する。 

�

�
� 学習内容の⌮ゎやࢺ࣮ࣀの᭩き方などのຓゝやບましのゝⴥ、ឤ

を教師がグ㏙することで、子どもたちの授業の意欲を㧗めたり、学び

を深めたりするきっかࡅとなります。ࢺ࣮ࣀ指導を㏻ࡌて、児童生徒⌮

ゎも進ࡳ、Ⰻዲな㛵ಀをつくることにもつながります。�

１ ⇴∞⇮↔ⅾ↹のႸႎ 

２ ⇴∞⇮ਦݰの∃⇊∙⇮ 

３ 点౨↗ᚸ̖ 

� ๓時の学習やᐙᗞ学習を本
時に生かせるようなࢺ࣮ࣀづ
くりが大切です。�

 ○学፼内容をസす。 

  ą学፼のᚡがസり、学びを振り返ることができる。 

  ą学፼内容がዒዓしてਵえらǕるとともに、ɼ˳ႎな学びに発ޒできる。 

 ○くことにより学፼内容をૢྸする。 

 ○ᙲໜを明確҄する。 

� ᚕᓶ、ዋ、、ǪȪǸȊȫǭȣ

ȩǯǿȸ、ԉき出し、˄ሗኡなど

を̅って、ᐯЎだけのȎȸȈづく

りを支ੲしよう。 

�

（⮬Ꮫ⩦䝜䞊䝖）䠐ᖺඣ❺㻌
� 児童が⯆
を も っ た 内
容、ឤ に ඹ
ឤしながら、
᪂しい視点を
えるᢸ௵の
があࢺ࣓ࣥࢥ
ります。�

 児童生徒が、యⓗで対ヰⓗに学ࡪ授業にするためには、目ⓗに応ࡌた⎔ቃ作りがḞかせませ
ん。教⛉の≉ᛶ、学習内容、児童生徒の実ែ等を考៖し、య、ᑠ㞟ᅋ、ಶேなど学習ᙧែを工
夫することが大切です。�

があり、待さǕるј果もီなりࣉᨼׇといっても、ȚǢやǰȫȸȗ学፼などƦǕƧǕにཎݱ 

ます。問題解ൿのᢅᆉがңႎなものになるように、ଐ᪭からႸႎに応ơたᢘЏな学፼࢟७を

 。していきましょうپ

集ᅋの 

つ ᶍ 
ಶ ே  ࣌ ᑡேᩘのࣉ࣮ࣝࢢ  య 

 

 

 

≉ ᚩ 

୍࣭ேでࡌっくりと� �

� 取り組める。�

࣭気㍍に▷時㛫で流�

� できる。�

࣭㞄りのᖍ、๓ᚋ、自�

� ⏤に┦ᡭをぢつࡅる�

� など工夫できる。�

࣭⪺く࣭ヰす❧ሙが明�

� 確になる。�

࣭」ᩘの考えを流で�

� き、自ಙがもてる。�

࣭ከ様な意ぢと出え�

� るため、考えを広げ�

� たり深めたりでき�

� る。�

࣭ከ様な考えを基に、学�

� ⣭యでヰし合い、よ� �

� りよいゎỴに向ࡅて学�

� びを深め、学習内容を�

� ඹ᭷できる。�

 

 

␃ពⅬ 

࣭自分の考えをもて� �

� なかったり୍ேで�

� 取り組めなかった�

� りするሙ合は、ᨭ�

� がᚲせである。�

�の㛵ಀᛶに㓄៖࣭࣌

� する。�

�

࣭ヰ合いや活動にཧຍ�

� しにくい児童生徒に� �

� ᨭがᚲせである。�

࣭ྖやグ㘓などᙺ�

� をỴめる等の࣮ࣝࣝ�

� があるとよい。�

࣭学⣭が Ᏻ心して意ぢ� �

� を出し合えるሙである�

� ことがồめられる

࣭ཧຍしにくい児童生徒�

� の出␒を考៖したാき�

� かࡅがᚲせである。�

 Ძҥˮ時間をᡫしてӷơ࢟७でᘍうこともありますし、学፼内容やႸႎ、学፼ᢅᆉ、児童のܱ

७ሁによってはこǕらをᙐૠӕりλǕてಅをᡶǊることもӧᏡです。児童生徒が、ɼ˳ႎに

ಅに向かい、ݣᛅをᡫしてขく学ǂるよう、Ⴘႎに応ơて学፼࢟७をپしましょう。 

ಶேの学࣌ ࡧでの学ࡧ 

⮬
⏤
に
ື
き
な
が
ࡽ
の 

 
 
 
 
 

学
 ࡧ


య
で
の
学
 ࡧ

  ѣỆᢘẲẺ学習࢟७をᢠố  ポイントį 

� 㸯༢時㛫の୰
で、目ⓗに応ࡌて学
習ᙧែを工夫してい
ます。�

㸦実㊶例㸧༢ඖྡ� ᅗᙧのᣑ大と⦰ᑠ㸦➨㸴学ᖺ㸧�
� � � � � 本時のめあて「どんなᙧになるかண して、点対⛠なᅗᙧを作ᅗしよう。」�
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� 㹇㹁㹒ࡑのものが、児童生徒の学習をయⓗで対ヰⓗにするのではありません。児童生徒の

学びを充実させ学力向上につなげていくためには、指導者が意ᅗⓗに授業の୰で㹇㹁㹒ᶵჾを

⏝したり子どもたちに活⏝させたりすることを、学習㐣⛬に組ࡳධれることが大切です。学

習指導せ㡿には、ᑠ学ᰯに࠾いてࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉ教⫱をᚲಟするなど、ሗ活⏝⬟力をゝㄒ

⬟力等とྠ様に「学習の基┙となる資㉁࣭⬟力」と⨨付ࡅるとともに、学ᰯに࠾いて㹇㹁㹒

⎔ቃをᩚえ、ࡑれを㐺切に活⏝した学習活動の充実をᅗることが明グされています。�

� 授業づくりでは、子どもたちに「࠾もしࢁい」「もっと学びたい」と思ࢃせるような工夫が

大切です。ࡑして、「分かった」「できた」という⤒㦂を授業の୰で重ねていくことがồめら

れます。ࡔからこࡑ、学習指導の基本に❧ち㏉ることが、授業改善の㏆㐨とゝえます。�

  ѣをΪܱↄ↊る≬≦≷ဇ  ポイントİ 

  ಅにƓいて、どの場面でどのようにဇするかಅᚘဒをᇌてることがٻЏです。 
 㹇㹁㹒のά⏝例ۑ 
  ᅈ˟ᅹᲴऴإをӓᨼ・ૢྸし、ȗȬǼȳȆȸǷȧȳဇǽȕȈをဇしてᛟ明する。 
  ምૠ・ૠ学ᅹᲴૠや࢟の学፼で、҄٭やᆆѣなどをᙻᙾႎにとらえやすくする。 
  ྸᅹᲴᚇݑやܱ験のᚡ、ᨼᚘ、ǰȩȕ҄などをᘍう。 
 。ᛖᅹᲴ発ᘙ場面をဒしてϐ生しながらોծໜについてᛅしӳう  
  反ࣄ学፼の場面Ჴѣ内容や方ඥをپすることで、児童生徒がॖഒႎにӕりኵǈ、学፼内 
          容のܭბを支ੲする。また、一ʴ一ʴの学፼ȋȸǺやࣱ̾ሁに応ơたݣ応 
          もپできる。 
  ᅹを問ǘƣ、ᦷចやѣ˺の確認などᚡしପを生かす場面でもဇできƦうです。 
 ά⏝ሙ㠃例ۑ 
  「ಅのݰλ」 問題੩ᅆやଏ፼ʙの確認 
  「ಅのޒ」 児童生徒がᛢ題解ൿにဇ、児童生徒の学びのσஊ 
  「ಅのኳ」 学፼の振り返り、まとǊの੩ᅆ 

㸨,&7㸸,QIRUPDWLRQ�DQG�&RPPXQLFDWLRQ�7HFKQRORJ\�

�学習に対する児童生徒の⯆࣭㛵心を㧗めるۑ
�児童生徒୍ே୍ேにㄢ㢟を明確につかませるۑ
�分かりやすく説明したり児童生徒の思考や⌮ゎを深めたりするۑ
�学習内容をまとめる㝿に児童生徒の▱識のᐃ╔をᅗるۑ

 ӲᅹにƓけるɼ˳ႎ・ݣᛅႎでขい学びの促ᡶ、児童生徒のऴإဇᏡ力のј果ႎなᏋに

つながるように、̅ဇするᅹ・᪸؏や、児童生徒のܱ७ሁに応ơて、ᢘ࢘な᳃Ჽೞ֥を

ဇし、学፼内容のྸ解やᛢ題解ൿ、基ᄽႎ・基ஜႎʙのܭბሁにࢫᇌてることができます。 

 㹇㹁㹒ᶵჾ 

  ȑǽǳȳ、ȗȭǸǧǯǿȸ、ٻȆȬȓ（ȇǣǹȗȬȸ）、ᩓ܇᱅ெ、ܱཋ৲ࢨೞ、ဒǫ 

 ȡȩ、ȇǸǿȫǫȡȩ、ȓȇǪǫȡȩ、ǿȖȬȃȈǳȳȔȥȸǿ、᳃ᲽȬǳȸȀȸ ሁ 

� ࡾࡼの㹇㹁㹒ᶵჾの≉ᛶをぢᴟめたୖで、ඣ❺⏕ᚐの学⩦をࢀࡒࢀࡑ
ᐇさࡏるためにຠᯝ的なᶵჾを㑅ᢥࡍるࡼうにしましょう。 

 ۼ るための␃ពⅬࡍ⏝くάࡼࡾࡼ ۼ
①㯮ᯈやࡾࡼࢻ࣮࣎ࢺ࣡࣍も、࣮ࢱࢡ࢙ࢪࣟࣉや㟁子㯮ᯈが㐺してい 
 るか。 
 。いかࡍや㟁子㯮ᯈ➼の⨨は、どの子どもにもぢや࣮ࣥࣜࢡࢫ②
ճࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥでのㄪάືと図᭩などにࡼるㄪάືの㛗ᡤや▷ᡤ 
 をࡘかんでいるか。 
մᤵᴗの୰᩿を㜵ࡄために、ᚲࡎ⏝ࡍるᶵჾの㉳ືを☜ㄆして࠾く。 
յୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥの資料や⏬ീ➼を⏝ࡍる㝿には、ⴭసᶒ➼に㓄៖ 
 。るࡍ 

㻌 ᭩⏬䜹䝯䝷
䛾⏝䛻䜘
䜚䚸ᵝ䚻䛺ゅ
ᗘ䛷ᣑ䛧䛶
㚷㈹䛷䛝る䚹㻌

１ ≬≦≷ဇのႸႎ 

２ ≬≦≷のဇ 

 

 

          

 道徳科における「見方・考え方」は、目標に 
 明記されている 

ポイント① 

 「特別の教科 道徳」は、その目標の中で育成をめざす資質・能力とその資質・能力をどのよう

な学習によって養うのかが示されています。「特別の教科 道徳」の目標を知ることが、道徳科の

充実には欠かせない最重要事項と言えます。 

 小学校においては平成３０年度、中学校は３１年度から全面実施の特別の教科 道徳。「主体的・

対話的で深い学び」を意識した授業づくり、評価等について、理解し取り組んでいくことが求めら

れます。 

４ 特別の教科 道徳 

 

           㻌

�

道徳科の目標（小学校）�

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の

目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うため， 

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方

についての考えを深める学習を通して， 

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。�

 青字で記した部分が、期待される授業の有り様です。特に、下線部は児童生徒の学習の姿として強

く意識すべきことになります。下線部のような学習状況が実現されているかを評価し、指導に生かす

ことが重要となります。 

�

道徳科の目標（中学校）�

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の

目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うため， 

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，

人間としての生き方についての考えを深める学

習を通して， 

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。�

「道徳性」は、よりよい行為へのエネルギー ポイント② 

 道徳科の目標に「道徳性を養う」という表現があります。道徳科で育てることをめざす資質・

能力としての「道徳性」について、学習指導要領解説には、次のように整理されています。 

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用 

（小学校学習指導要領㻌 第３章㻌 特別の教科㻌 道徳㻌 㻼㻚㻝㻢㻡）㻌
（中学校学習指導要領㻌 第３章㻌 特別の教科㻌 道徳㻌 㻼㻚㻝㻡㻠）㻌道徳科の目標 

道徳性とは   � � � � � � � � � � � � � � � � � �

■よりよく生きるための営みを支える基盤となるもの 

■人間としての本来的な在り方やよりよい生き方を目指して行われる道徳的行為を可能にする 

 人格的特性であり，人格の基盤をなすもの 

■人間らしいよさであり，道徳的価値が一人一人の内面において統合されたもの 

道徳性は、 

よりよい行為へのエネルギー（内面的資質）です。 

・道徳的判断力�

・道徳的心情�

・道徳的実践意欲と態度�

よりよい行為 

（道徳的行為）

（道徳的習慣） 
 特に序列や段階がある

ということではない。 

 目に見える道徳的実
践の姿は、目に見えない
内面的資質に由来して
います。 
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業
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り
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� 㹇㹁㹒ࡑのものが、児童生徒の学習をయⓗで対ヰⓗにするのではありません。児童生徒の

学びを充実させ学力向上につなげていくためには、指導者が意ᅗⓗに授業の୰で㹇㹁㹒ᶵჾを

⏝したり子どもたちに活⏝させたりすることを、学習㐣⛬に組ࡳධれることが大切です。学

習指導せ㡿には、ᑠ学ᰯに࠾いてࢢ࣑ࣥࣛࢢࣟࣉ教⫱をᚲಟするなど、ሗ活⏝⬟力をゝㄒ

⬟力等とྠ様に「学習の基┙となる資㉁࣭⬟力」と⨨付ࡅるとともに、学ᰯに࠾いて㹇㹁㹒

⎔ቃをᩚえ、ࡑれを㐺切に活⏝した学習活動の充実をᅗることが明グされています。�

� 授業づくりでは、子どもたちに「࠾もしࢁい」「もっと学びたい」と思ࢃせるような工夫が

大切です。ࡑして、「分かった」「できた」という⤒㦂を授業の୰で重ねていくことがồめら

れます。ࡔからこࡑ、学習指導の基本に❧ち㏉ることが、授業改善の㏆㐨とゝえます。�

  ѣをΪܱↄ↊る≬≦≷ဇ  ポイントİ 

  ಅにƓいて、どの場面でどのようにဇするかಅᚘဒをᇌてることがٻЏです。 
 㹇㹁㹒のά⏝例ۑ 
  ᅈ˟ᅹᲴऴإをӓᨼ・ૢྸし、ȗȬǼȳȆȸǷȧȳဇǽȕȈをဇしてᛟ明する。 
  ምૠ・ૠ学ᅹᲴૠや࢟の学፼で、҄٭やᆆѣなどをᙻᙾႎにとらえやすくする。 
  ྸᅹᲴᚇݑやܱ験のᚡ、ᨼᚘ、ǰȩȕ҄などをᘍう。 
 。ᛖᅹᲴ発ᘙ場面をဒしてϐ生しながらોծໜについてᛅしӳう  
  反ࣄ学፼の場面Ჴѣ内容や方ඥをپすることで、児童生徒がॖഒႎにӕりኵǈ、学፼内 
          容のܭბを支ੲする。また、一ʴ一ʴの学፼ȋȸǺやࣱ̾ሁに応ơたݣ応 
          もپできる。 
  ᅹを問ǘƣ、ᦷចやѣ˺の確認などᚡしପを生かす場面でもဇできƦうです。 
 ά⏝ሙ㠃例ۑ 
  「ಅのݰλ」 問題੩ᅆやଏ፼ʙの確認 
  「ಅのޒ」 児童生徒がᛢ題解ൿにဇ、児童生徒の学びのσஊ 
  「ಅのኳ」 学፼の振り返り、まとǊの੩ᅆ 

㸨,&7㸸,QIRUPDWLRQ�DQG�&RPPXQLFDWLRQ�7HFKQRORJ\�

�学習に対する児童生徒の⯆࣭㛵心を㧗めるۑ
�児童生徒୍ே୍ேにㄢ㢟を明確につかませるۑ
�分かりやすく説明したり児童生徒の思考や⌮ゎを深めたりするۑ
�学習内容をまとめる㝿に児童生徒の▱識のᐃ╔をᅗるۑ

 ӲᅹにƓけるɼ˳ႎ・ݣᛅႎでขい学びの促ᡶ、児童生徒のऴإဇᏡ力のј果ႎなᏋに

つながるように、̅ဇするᅹ・᪸؏や、児童生徒のܱ७ሁに応ơて、ᢘ࢘な᳃Ჽೞ֥を

ဇし、学፼内容のྸ解やᛢ題解ൿ、基ᄽႎ・基ஜႎʙのܭბሁにࢫᇌてることができます。 

 㹇㹁㹒ᶵჾ 

  ȑǽǳȳ、ȗȭǸǧǯǿȸ、ٻȆȬȓ（ȇǣǹȗȬȸ）、ᩓ܇᱅ெ、ܱཋ৲ࢨೞ、ဒǫ 

 ȡȩ、ȇǸǿȫǫȡȩ、ȓȇǪǫȡȩ、ǿȖȬȃȈǳȳȔȥȸǿ、᳃ᲽȬǳȸȀȸ ሁ 

� ࡾࡼの㹇㹁㹒ᶵჾの≉ᛶをぢᴟめたୖで、ඣ❺⏕ᚐの学⩦をࢀࡒࢀࡑ
ᐇさࡏるためにຠᯝ的なᶵჾを㑅ᢥࡍるࡼうにしましょう。 

 ۼ るための␃ពⅬࡍ⏝くάࡼࡾࡼ ۼ
①㯮ᯈやࡾࡼࢻ࣮࣎ࢺ࣡࣍も、࣮ࢱࢡ࢙ࢪࣟࣉや㟁子㯮ᯈが㐺してい 
 るか。 
 。いかࡍや㟁子㯮ᯈ➼の⨨は、どの子どもにもぢや࣮ࣥࣜࢡࢫ②
ճࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥでのㄪάືと図᭩などにࡼるㄪάືの㛗ᡤや▷ᡤ 
 をࡘかんでいるか。 
մᤵᴗの୰᩿を㜵ࡄために、ᚲࡎ⏝ࡍるᶵჾの㉳ືを☜ㄆして࠾く。 
յୖࢺࢵࢿ࣮ࢱࣥの資料や⏬ീ➼を⏝ࡍる㝿には、ⴭసᶒ➼に㓄៖ 
 。るࡍ 

㻌 ᭩⏬䜹䝯䝷
䛾⏝䛻䜘
䜚䚸ᵝ䚻䛺ゅ
ᗘ䛷ᣑ䛧䛶
㚷㈹䛷䛝る䚹㻌

１ ≬≦≷ဇのႸႎ 

２ ≬≦≷のဇ 

 

 

          

 道徳科における「見方・考え方」は、目標に 
 明記されている 

ポイント① 

 「特別の教科 道徳」は、その目標の中で育成をめざす資質・能力とその資質・能力をどのよう

な学習によって養うのかが示されています。「特別の教科 道徳」の目標を知ることが、道徳科の

充実には欠かせない最重要事項と言えます。 

 小学校においては平成３０年度、中学校は３１年度から全面実施の特別の教科 道徳。「主体的・

対話的で深い学び」を意識した授業づくり、評価等について、理解し取り組んでいくことが求めら

れます。 

４ 特別の教科 道徳 

 

           㻌

�

道徳科の目標（小学校）�

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の

目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うため， 

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を多面的・多角的に考え，自己の生き方

についての考えを深める学習を通して， 

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。�

 青字で記した部分が、期待される授業の有り様です。特に、下線部は児童生徒の学習の姿として強

く意識すべきことになります。下線部のような学習状況が実現されているかを評価し、指導に生かす

ことが重要となります。 

�

道徳科の目標（中学校）�

第１章総則の第１の２の（２）に示す道徳教育の

目標に基づき，よりよく生きるための基盤となる

道徳性を養うため， 

道徳的諸価値についての理解を基に，自己を見つ

め，物事を広い視野から多面的・多角的に考え，

人間としての生き方についての考えを深める学

習を通して， 

道徳的な判断力，心情，実践意欲と態度を育てる。�

「道徳性」は、よりよい行為へのエネルギー ポイント② 

 道徳科の目標に「道徳性を養う」という表現があります。道徳科で育てることをめざす資質・

能力としての「道徳性」について、学習指導要領解説には、次のように整理されています。 

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用 

（小学校学習指導要領㻌 第３章㻌 特別の教科㻌 道徳㻌 㻼㻚㻝㻢㻡）㻌
（中学校学習指導要領㻌 第３章㻌 特別の教科㻌 道徳㻌 㻼㻚㻝㻡㻠）㻌道徳科の目標 

道徳性とは   � � � � � � � � � � � � � � � � � �

■よりよく生きるための営みを支える基盤となるもの 

■人間としての本来的な在り方やよりよい生き方を目指して行われる道徳的行為を可能にする 

 人格的特性であり，人格の基盤をなすもの 

■人間らしいよさであり，道徳的価値が一人一人の内面において統合されたもの 

道徳性は、 

よりよい行為へのエネルギー（内面的資質）です。 

・道徳的判断力�

・道徳的心情�

・道徳的実践意欲と態度�

よりよい行為 

（道徳的行為）

（道徳的習慣） 
 特に序列や段階がある

ということではない。 

 目に見える道徳的実
践の姿は、目に見えない
内面的資質に由来して
います。 
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 内ܾ目にԃǇれる道徳的̖͌Ǜᛠǈӕる ポイントĮ 

 内ᐜ項目は、道徳的価値をྵࡴ内ᐜを▷い文章で表したものです。内ᐜ項目ཬびその内ᐜに示

されていることを基に、ྵまれる道徳的価値についてᢕᥱすることがษです。そして、本で

Ꮚどもたࡕに⪃えさせたい道徳的価値はఱかを᫂☜にしたୖで授業を行います。 

小学校� ෆᐜ㡯目のᩘ�

ప学ᖺ� 㸯㸷㡯目�

中学ᖺ� 㸰㸮㡯目�

㧗学ᖺ� 㸰㸰㡯目�

中学校� ෆᐜ㡯目のᩘ�

学ᖺ� 㸰㸰㡯目�

 ̾ŷのϋܾ目には、ҥɟの道

徳的価͌がԃまれているǋのǍ

ᙐૠの道徳的価͌がԃまれてい

るǋのがƋります。この᧓に

は、˴ を指導するのかをଢᄩにǋ

ƪ、授業をನेしましǐう。 

  

 

 

 （道徳科の評価のؕஜ的なᎋƑ૾） 

 Šૠ͌による評価ではなく、記ᡓࡸでƋること。 

 Š児童生徒がいかにᧈしたかをᆢಊ的にӖƚഥǊ、ѕます̾ʴϋ評価として行うこと。 

 Š˂の児童生徒とൔ᠋してΟэをൿǊるような評価はなơまない。 

 Š̾ŷのϋܾ目Ɲとではなく、ٻくくりなまとまりを៊まƑた評価を行うこと。 

 Šႆᢋᨦがいሁの児童生徒にƭいてのᣐॾすべきᚇໜሁを学ఄǍՃ᧓でσ有すること。 

 道徳科のᚸ̖の考え方Ǜჷる ポイントį 

 道徳科の目標からわかるように、それࡒれ「よりよく生きるための道徳性を養うこと」をめざ

しています。しかし、道徳性は、内面的資質であり、道徳性が育ったかどうかを見取るのはᐜ᫆

ではありません。道徳科の評価は、次に示すⅬに␃意して行っていきましࡻう。 

� ඣ❺生ᚐの学習≧ἣࡸ道徳性にಀるᡂ㛗のᵝᏊを⥅⥆的にᢕᥱしࠊᣦᑟに生かࡼࡍ
うດめるᚲせ࠶ࡀる。たࡔしᩘࠊ値なにࡼるホ価ࢃ⾜ࡣないࡶのとࡍる。�

̾ʴϋ評価 

 授業の中で、ඣ❺生ᚐ一人一人

の学習≧ἣを見取っていく。 

 ᐈほ的にホ価ࡍるため

にࡑࠊࡣの᰿ᣐとなるࡶ

のࡀồめらࡍࡲࢀ。�

� ᤵᴗ中の࣮࣡ࢺ࣮ࢩࢡ

⪅ࡸⓎゝࠊのグ㏙➼

との㛵ࡾࢃのᵝᏊ➼のほ

ᐹࠊ」ᩘのᩍဨにࡼるᤵ

ᴗのᕤኵ（㹒㹒ࠊᤵᴗ

➼）なࠊ㐌㸯間のᤵᴗ

を実ࡏࡉるᤵᴗ࡙ࡾࡃ

�。ࡍࡲࢀồめらࡀ

 くくりなまとまりをٻ 

       ៊まƑた評価  
 

  とにどのࡈ一つ一つの内ᐜ項目ۑ

 くらい理解したかを評価するの 

 ではなく、学ᮇࡸ学ᖺといࡗた� �

� ୍ᐃのࡲとࡾࡲの中࡛ࠊ道徳科�

� の学習≧ἣࡸ道徳性にಀるᡂ㛗�

� のᵝᏊを見取る。 

  一つの授業の学習≧ἣのみを取ۑ

 りୖࡆて評価しない。 

ࡇ
ࡇ
を
見
ྲྀ
勂
て
い
�ࡃ

�る道徳性ࡍらいとࡡ

ϋܾ目にԃまれる道徳的価͌の̊（᭗学࠰のϋܾ目より） 

Ӑऴ、̮᫂ 

ᙹЩのݭ重 

ϋܾ目 
Ӑᢋとʝいに̮᫂し、学ƼӳƬてӐऴをขǊ、ီࣱにƭいてǋྸᚐしな
がǒ、ʴ᧓᧙̞をሰいていくこと。 

道徳的価͌ Ӑऴ、ңщ、̮᫂、ီࣱݭ重 

ϋܾ目 
ඥǍきまりの意፯をྸᚐしたɥでᡶǜでƦれǒをܣり、ᐯ˂のೌМをٻ
Џにし、፯Ѧをௐたすこと。 

道徳的価͌ ᙹЩݭ重、π徳࣎、ೌМ、፯Ѧ 

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用 

 

 

「考え、ᜭᛯする道徳」Ǜܱྵする ポイントİ 

 ඣ❺生ᚐが、⮬ศの「⪃え」をもࡕ、⪅と㛵わり合いながら⪃え「㆟ㄽする」授業とするた

めには、ከᵝな指導ἲをຠᯝ的に取りධれることがษです。授業の質的㌿のためにも「⪃え、

㆟ㄽする道徳」の在り方について理解することが求められます。 

  ɟʴɟʴの学習状況Ǎ道徳ࣱに̞るᧈの様܇ 

 をᙸӕるときにද目するໜ 

Ũ˂ᎍのᎋƑ૾Ǎᜭᛯにᚑれ、ᐯࢷ的に࣬ᎋするɶ  
 で、ɟ᩿的なᙸ૾かǒ᩿ٶ的ȷٶᚌ的なᙸ૾ǁと 
 しているかޒႆ 

Ũ᩿ٶ的ȷٶᚌ的な࣬ᎋのɶで、道徳的価͌のྸᚐ 
 をᐯ分ᐯ៲との᧙ǘりのɶでขǊているか 

評価の᥎㐍には、 

 学習評価のጇᙜ性、ಙ㢗性等をᢸಖۑ

 することが重要。 

 の教ᖌがಶ人として行うࠎ評価はಶۑ

 のではなく、学校として 

 組⧊的・ィ⏬的に行われ 

 ることが重要。 

ఄᧈのȪȸȀȸǷȃȗがٻЏ 

 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた道徳科の授業を実践していくためにも、校㛗の

ࣜーࢲーࣉࢵࢩのୗ、全⫋ဨが༠ാし、⊂⮬性をⓎした取組を重ࡡていくことがษです。 

 このような学習にするたǊには、žଢᄩ

な指導ᚇſをǋƬて、授業にӼかうことが

൭Ǌǒれます。道徳的価͌に᧙ǘるᐯ分

のこれまでの指導をਰりᡉり、を

̅ƬてƲのような児童生徒の姿のᏋを

ǊƟすのかሁ、ᚘဒをᇌてます。 

 ႇئʴཋǁのᐯ᧙ɨがɶ࣎の授業、բ᫆
ᚐൿ的な学習、道徳的行為に᧙する˳᬴的な
学習なƲ、様ŷな૾ඥで、žᎋƑ、ᜭᛯする道
徳ſの実現をǊƟしましǐう。 

 話合いが┒りୖがり、⮬ศの⪃えをⓎ表し合えて
いると、いい授業ࡔったなとឤࡌてしまいます。し
かし、Ꮚどもたࡕが⮬ศ⮬㌟を見つめ、≀事をከ面
的・ከゅ的にᤊえて⪃えられたかをしっかりと見取
ることがษです。「主人බの行ືをどう⪃えるの
か。」「なࡐ、そう⪃えるのか。」など、Ꮚどもた
 。のᛮ⪃を深めるⓎၥの在り方も重要になりますࡕ

 児童生徒が、をᡫして、žᅶはſ

というᐯ分なりのᎋƑをǋƭことが

˂、Џです。Ʀしてٻ ᎍǍᐯ分ᐯ៲と

のݣᛅをᡫして、ᎋƑをૢྸしたり

ૼしいൢƮきが生まれたりすること

で、ᐯ分のᎋƑをよりଢᄩにするこ

とにƭながƬていきます。 

䛂ᢸᙜ指導➼㐃⤡༠㆟㻌 道徳㒊䛃㈨ᩱ䜢ᇶ䛻సᡂ㻌

䛂ᢸᙜ指導➼㐃⤡༠㆟㻌 道徳㒊䛃㈨ᩱ䜢ᇶ䛻సᡂ㻌

䛂ᢸᙜ指導➼㐃⤡༠㆟㻌 道徳㒊䛃㈨ᩱ䜢ᇶ䛻సᡂ㻌
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 内ܾ目にԃǇれる道徳的̖͌Ǜᛠǈӕる ポイントĮ 

 内ᐜ項目は、道徳的価値をྵࡴ内ᐜを▷い文章で表したものです。内ᐜ項目ཬびその内ᐜに示

されていることを基に、ྵまれる道徳的価値についてᢕᥱすることがษです。そして、本で

Ꮚどもたࡕに⪃えさせたい道徳的価値はఱかを᫂☜にしたୖで授業を行います。 

小学校� ෆᐜ㡯目のᩘ�

ప学ᖺ� 㸯㸷㡯目�

中学ᖺ� 㸰㸮㡯目�

㧗学ᖺ� 㸰㸰㡯目�

中学校� ෆᐜ㡯目のᩘ�

学ᖺ� 㸰㸰㡯目�

 ̾ŷのϋܾ目には、ҥɟの道

徳的価͌がԃまれているǋのǍ

ᙐૠの道徳的価͌がԃまれてい

るǋのがƋります。この᧓に

は、˴ を指導するのかをଢᄩにǋ

ƪ、授業をನेしましǐう。 

  

 

 

 （道徳科の評価のؕஜ的なᎋƑ૾） 

 Šૠ͌による評価ではなく、記ᡓࡸでƋること。 

 Š児童生徒がいかにᧈしたかをᆢಊ的にӖƚഥǊ、ѕます̾ʴϋ評価として行うこと。 

 Š˂の児童生徒とൔ᠋してΟэをൿǊるような評価はなơまない。 

 Š̾ŷのϋܾ目Ɲとではなく、ٻくくりなまとまりを៊まƑた評価を行うこと。 

 Šႆᢋᨦがいሁの児童生徒にƭいてのᣐॾすべきᚇໜሁを学ఄǍՃ᧓でσ有すること。 

 道徳科のᚸ̖の考え方Ǜჷる ポイントį 

 道徳科の目標からわかるように、それࡒれ「よりよく生きるための道徳性を養うこと」をめざ

しています。しかし、道徳性は、内面的資質であり、道徳性が育ったかどうかを見取るのはᐜ᫆

ではありません。道徳科の評価は、次に示すⅬに␃意して行っていきましࡻう。 

� ඣ❺生ᚐの学習≧ἣࡸ道徳性にಀるᡂ㛗のᵝᏊを⥅⥆的にᢕᥱしࠊᣦᑟに生かࡼࡍ
うດめるᚲせ࠶ࡀる。たࡔしᩘࠊ値なにࡼるホ価ࢃ⾜ࡣないࡶのとࡍる。�

̾ʴϋ評価 

 授業の中で、ඣ❺生ᚐ一人一人

の学習≧ἣを見取っていく。 

 ᐈほ的にホ価ࡍるため

にࡑࠊࡣの᰿ᣐとなるࡶ

のࡀồめらࡍࡲࢀ。�

� ᤵᴗ中の࣮࣡ࢺ࣮ࢩࢡ

⪅ࡸⓎゝࠊのグ㏙➼

との㛵ࡾࢃのᵝᏊ➼のほ

ᐹࠊ」ᩘのᩍဨにࡼるᤵ

ᴗのᕤኵ（㹒㹒ࠊᤵᴗ

➼）なࠊ㐌㸯間のᤵᴗ

を実ࡏࡉるᤵᴗ࡙ࡾࡃ

�。ࡍࡲࢀồめらࡀ

 くくりなまとまりをٻ 

       ៊まƑた評価  
 

  とにどのࡈ一つ一つの内ᐜ項目ۑ

 くらい理解したかを評価するの 

 ではなく、学ᮇࡸ学ᖺといࡗた� �

� ୍ᐃのࡲとࡾࡲの中࡛ࠊ道徳科�

� の学習≧ἣࡸ道徳性にಀるᡂ㛗�

� のᵝᏊを見取る。 

  一つの授業の学習≧ἣのみを取ۑ

 りୖࡆて評価しない。 

ࡇ
ࡇ
を
見
ྲྀ
勂
て
い
�ࡃ

�る道徳性ࡍらいとࡡ

ϋܾ目にԃまれる道徳的価͌の̊（᭗学࠰のϋܾ目より） 

Ӑऴ、̮᫂ 

ᙹЩのݭ重 

ϋܾ目 
Ӑᢋとʝいに̮᫂し、学ƼӳƬてӐऴをขǊ、ီࣱにƭいてǋྸᚐしな
がǒ、ʴ᧓᧙̞をሰいていくこと。 

道徳的価͌ Ӑऴ、ңщ、̮᫂、ီࣱݭ重 

ϋܾ目 
ඥǍきまりの意፯をྸᚐしたɥでᡶǜでƦれǒをܣり、ᐯ˂のೌМをٻ
Џにし、፯Ѧをௐたすこと。 

道徳的価͌ ᙹЩݭ重、π徳࣎、ೌМ、፯Ѧ 

文部科学省 道徳教育アーカイブ「特別の教科 道徳の全面実施に向けて」より引用 

 

 

「考え、ᜭᛯする道徳」Ǜܱྵする ポイントİ 

 ඣ❺生ᚐが、⮬ศの「⪃え」をもࡕ、⪅と㛵わり合いながら⪃え「㆟ㄽする」授業とするた

めには、ከᵝな指導ἲをຠᯝ的に取りධれることがษです。授業の質的㌿のためにも「⪃え、

㆟ㄽする道徳」の在り方について理解することが求められます。 

  ɟʴɟʴの学習状況Ǎ道徳ࣱに̞るᧈの様܇ 

 をᙸӕるときにද目するໜ 

Ũ˂ᎍのᎋƑ૾Ǎᜭᛯにᚑれ、ᐯࢷ的に࣬ᎋするɶ  
 で、ɟ᩿的なᙸ૾かǒ᩿ٶ的ȷٶᚌ的なᙸ૾ǁと 
 しているかޒႆ 

Ũ᩿ٶ的ȷٶᚌ的な࣬ᎋのɶで、道徳的価͌のྸᚐ 
 をᐯ分ᐯ៲との᧙ǘりのɶでขǊているか 

評価の᥎㐍には、 

 学習評価のጇᙜ性、ಙ㢗性等をᢸಖۑ

 することが重要。 

 の教ᖌがಶ人として行うࠎ評価はಶۑ

 のではなく、学校として 

 組⧊的・ィ⏬的に行われ 

 ることが重要。 

ఄᧈのȪȸȀȸǷȃȗがٻЏ 

 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた道徳科の授業を実践していくためにも、校㛗の

ࣜーࢲーࣉࢵࢩのୗ、全⫋ဨが༠ാし、⊂⮬性をⓎした取組を重ࡡていくことがษです。 

 このような学習にするたǊには、žଢᄩ

な指導ᚇſをǋƬて、授業にӼかうことが

൭Ǌǒれます。道徳的価͌に᧙ǘるᐯ分

のこれまでの指導をਰりᡉり、を

̅ƬてƲのような児童生徒の姿のᏋを

ǊƟすのかሁ、ᚘဒをᇌてます。 

 ႇئʴཋǁのᐯ᧙ɨがɶ࣎の授業、բ᫆
ᚐൿ的な学習、道徳的行為に᧙する˳᬴的な
学習なƲ、様ŷな૾ඥで、žᎋƑ、ᜭᛯする道
徳ſの実現をǊƟしましǐう。 

 話合いが┒りୖがり、⮬ศの⪃えをⓎ表し合えて
いると、いい授業ࡔったなとឤࡌてしまいます。し
かし、Ꮚどもたࡕが⮬ศ⮬㌟を見つめ、≀事をከ面
的・ከゅ的にᤊえて⪃えられたかをしっかりと見取
ることがษです。「主人බの行ືをどう⪃えるの
か。」「なࡐ、そう⪃えるのか。」など、Ꮚどもた
 。のᛮ⪃を深めるⓎၥの在り方も重要になりますࡕ

 児童生徒が、をᡫして、žᅶはſ

というᐯ分なりのᎋƑをǋƭことが

˂、Џです。Ʀしてٻ ᎍǍᐯ分ᐯ៲と

のݣᛅをᡫして、ᎋƑをૢྸしたり

ૼしいൢƮきが生まれたりすること

で、ᐯ分のᎋƑをよりଢᄩにするこ

とにƭながƬていきます。 

䛂ᢸᙜ指導➼㐃⤡༠㆟㻌 道徳㒊䛃㈨ᩱ䜢ᇶ䛻సᡂ㻌

䛂ᢸᙜ指導➼㐃⤡༠㆟㻌 道徳㒊䛃㈨ᩱ䜢ᇶ䛻సᡂ㻌

䛂ᢸᙜ指導➼㐃⤡༠㆟㻌 道徳㒊䛃㈨ᩱ䜢ᇶ䛻సᡂ㻌
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         Ჯఄܖݱ�外国語活動ȷ外国語科 

 ᑠᏛᰯእᅜ語活動・እᅜ語⛉の┠ᶆは、ᑠᏛᰯと中Ꮫᰯの㐃ᦠを㔜どし、ࡑれࡒれの┠ᶆを関㐃

付けてẁ㝵的に示されています。ᑠᏛᰯእᅜ語活動・እᅜ語⛉でのᏛ習の成ᯝが中Ꮫᰯのእᅜ語ᩍ

⫱とに᥋⥆することを意識したᤵᴗづくりがồめられます。 

 外国語活動Ʊ外国語科Ǜ᧙ᡲƞƤƯਵƑる  ȝǤȳȈĬ 

 ᑠᏛᰯ中Ꮫᖺでのእᅜ語活動に࠾いては、英語の語ྃや表現に音ኌで༑分に័れぶしまࡏ⣲ᆅ

を⫱成することが大切になります。㧗Ꮫᖺでのእᅜ語⛉は、実したእᅜ語活動の上に成り❧ち、

実際のࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥに࠾いて活用でࡁる基礎的な力を⫱成します。 

  䛆እᅜㄒ活動䛇 䛆እᅜㄒ⛉䛇 

 ➨䠏䞉䠐Ꮫᖺ ➨䠑䞉䠒Ꮫᖺ 

  

 

、䛂

 

 

 

䞉   

 

 

 
 

 

 

 

 

   

外国語の音声や基本的な表現にॹれᚃしみ、「聞くこと」「話すこと」の言語活動のእעを
う外国語活動。「ᛠǉこと」「くこと」にॹれᚃしみながら、Ხ২Ꮱによるコミュニケーショ
ンの基ᄽ的な২Ꮱを៲に˄ƚる外国語科。これらの᧙ᡲを意識し、ɼ体的にコミュニケーション
をǖうとする܇どもをᏋてることが求められます。 

 言語活動ǛΪܱƞƤる ȝǤȳȈĭ 

「外国語によるコミュニケーションにおƚる見૾ȷᎋえ૾」 

ᤊ䛘る㻌

᪂䛯䛺㻌
ⱥㄒ⾲⌧㻌

ゝㄒの⫼ᬒ
に䛒るᩥ㻌

 

㻌䛣䛣䛷ാ䛟㻌
䛂ぢ᪉䞉⪃䛘᪉䐟䛃㻌

㻌┠ⓗ、ሙ㠃、≧ἣにᛂ䛨䛶㻌
䞉ఏ䛘䛯䛔䛂ෆᐜ䛃㻌
䞉ఏ䛘る䛯䜑の䛂ⱥㄒ⾲⌧䛃㻌

㻌䛣䛣䛷ാ䛟㻌
䛂ぢ᪉䞉⪃䛘᪉䐠䛃㻌

ሗをᩚ⌮し、⪃
䛘をᙧᡂ、ᵓ⠏㻌

 Ꮫ習指導要領では、「言語活動を㏻してࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥをᅗる㈨㉁・能力を㣴うこと」が、

୍ᒙ、㔜要どされています。እᅜ語によるࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥの中で、どのようなどⅬで≀をᤊ

え、どのような考え᪉で思考していくのというぢ᪉・考え᪉を理解した上で、言語活動を設定し

ていくことが大切です。 

、㻌

、

 

 

「外国語活動」における言語活動 

 「聞くこと」をインプット（入力）、「話すこと」をアウトプッ

ト（出力）と捉え、インプット（入力）を十分に行ってから、アウ

トプット（出力）させるようにすることを意識して、単元を構想し

ましょう。 

「外国語科」における言語活動 

 「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこ

と（発表）」「書くこと」の５領域で言語活動が示されています。

「互いの考えや気持ちを伝え合う」などの言語活動を中心にしな

がらも、言語材料について理解したり練習したりするための指導

を必要に応じて行います。 

 外国語科では、外国語活動で行ってきた言語活動を踏まえ

て、簡単な語句や基本的な表現などの学習内容を繰り返し使

わせる言語活動を設定し、「聞くこと」「話すこと(やり取り)」

「話すこと(発表)」について児童が簡単な語句や基本的な表現

について活用できるようにすることが大切です。 

  
   ◆文字を認識するという基礎的な活動である。 
（例）ホテルの受付の場面を設定し、自分の名前の綴りを発音す
る活動を位置づける。 

 “My  name  is  Haruna.  H-a-r-u-n-a.”のように名乗る表現

を発音した上で、名前のアルファベットを発音する言語活動。  

㻌 ＴＴによるデモ
ンストレーション㻌

㻌 児童は、しっかりと聞き活動
の流れをつかみます。㻌

言語活動 
 実際に英語を

用いて互いの考

えや気持ちを伝

え合う活動 

指導 
 言語材料に

ついて理解し

たり練習した

りする活動 

＝ 

 コミュニケーションの目的、場面や状況を明確に設定する等、工夫することが大切です。さらに、
単元全体のゴール、１時間毎のゴールを明確に示し、見通しをもたせた上で、「必然性のあるやり
取り」が行われることが求められます。 

  発音練習や歌、英語の

文字を機械的に書く活

動は、言語活動ではな

く、練習です。練習だけ

で終わることがないよ

うに気をつけましょう  

 情報を整理しながら考

えなどを形成するといっ

た「思考力、判断力、表現

力等」が活用されると同時

に、英語に関する「知識及

び技能」が活用されます。  

 「聞くこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」

の３領域で言語活動が示されています。「互いの考えや気持ちを

伝え合う」行為には、話すことはもちろん聞くことも含まれます。

児童の興味・関心を考慮しながら、意欲的に言語活動に取り組め

るようにすることが大切です。 

 

 

 

外国語科 

 

 外国語を習得していく

過程においては、英語の

音声に十分ふれること

と、実際に使ってみるこ

とが重要です。 
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         Ჯఄܖݱ�外国語活動ȷ外国語科 

 ᑠᏛᰯእᅜ語活動・እᅜ語⛉の┠ᶆは、ᑠᏛᰯと中Ꮫᰯの㐃ᦠを㔜どし、ࡑれࡒれの┠ᶆを関㐃

付けてẁ㝵的に示されています。ᑠᏛᰯእᅜ語活動・እᅜ語⛉でのᏛ習の成ᯝが中Ꮫᰯのእᅜ語ᩍ

⫱とに᥋⥆することを意識したᤵᴗづくりがồめられます。 

 外国語活動Ʊ外国語科Ǜ᧙ᡲƞƤƯਵƑる  ȝǤȳȈĬ 

 ᑠᏛᰯ中Ꮫᖺでのእᅜ語活動に࠾いては、英語の語ྃや表現に音ኌで༑分に័れぶしまࡏ⣲ᆅ

を⫱成することが大切になります。㧗Ꮫᖺでのእᅜ語⛉は、実したእᅜ語活動の上に成り❧ち、

実際のࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥに࠾いて活用でࡁる基礎的な力を⫱成します。 

  䛆እᅜㄒ活動䛇 䛆እᅜㄒ⛉䛇 

 ➨䠏䞉䠐Ꮫᖺ ➨䠑䞉䠒Ꮫᖺ 

  

 

、䛂

 

 

 

䞉   

 

 

 
 

 

 

 

 

   

外国語の音声や基本的な表現にॹれᚃしみ、「聞くこと」「話すこと」の言語活動のእעを
う外国語活動。「ᛠǉこと」「くこと」にॹれᚃしみながら、Ხ২Ꮱによるコミュニケーショ
ンの基ᄽ的な২Ꮱを៲に˄ƚる外国語科。これらの᧙ᡲを意識し、ɼ体的にコミュニケーション
をǖうとする܇どもをᏋてることが求められます。 

 言語活動ǛΪܱƞƤる ȝǤȳȈĭ 

「外国語によるコミュニケーションにおƚる見૾ȷᎋえ૾」 

ᤊ䛘る㻌

᪂䛯䛺㻌
ⱥㄒ⾲⌧㻌

ゝㄒの⫼ᬒ
に䛒るᩥ㻌

 

㻌䛣䛣䛷ാ䛟㻌
䛂ぢ᪉䞉⪃䛘᪉䐟䛃㻌

㻌┠ⓗ、ሙ㠃、≧ἣにᛂ䛨䛶㻌
䞉ఏ䛘䛯䛔䛂ෆᐜ䛃㻌
䞉ఏ䛘る䛯䜑の䛂ⱥㄒ⾲⌧䛃㻌

㻌䛣䛣䛷ാ䛟㻌
䛂ぢ᪉䞉⪃䛘᪉䐠䛃㻌

ሗをᩚ⌮し、⪃
䛘をᙧᡂ、ᵓ⠏㻌

 Ꮫ習指導要領では、「言語活動を㏻してࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥをᅗる㈨㉁・能力を㣴うこと」が、

୍ᒙ、㔜要どされています。እᅜ語によるࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥの中で、どのようなどⅬで≀をᤊ

え、どのような考え᪉で思考していくのというぢ᪉・考え᪉を理解した上で、言語活動を設定し

ていくことが大切です。 

、㻌

、

 

 

「外国語活動」における言語活動 

 「聞くこと」をインプット（入力）、「話すこと」をアウトプッ

ト（出力）と捉え、インプット（入力）を十分に行ってから、アウ

トプット（出力）させるようにすることを意識して、単元を構想し

ましょう。 

「外国語科」における言語活動 

 「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこ

と（発表）」「書くこと」の５領域で言語活動が示されています。

「互いの考えや気持ちを伝え合う」などの言語活動を中心にしな

がらも、言語材料について理解したり練習したりするための指導

を必要に応じて行います。 

 外国語科では、外国語活動で行ってきた言語活動を踏まえ

て、簡単な語句や基本的な表現などの学習内容を繰り返し使

わせる言語活動を設定し、「聞くこと」「話すこと(やり取り)」

「話すこと(発表)」について児童が簡単な語句や基本的な表現

について活用できるようにすることが大切です。 

  
   ◆文字を認識するという基礎的な活動である。 
（例）ホテルの受付の場面を設定し、自分の名前の綴りを発音す
る活動を位置づける。 

 “My  name  is  Haruna.  H-a-r-u-n-a.”のように名乗る表現

を発音した上で、名前のアルファベットを発音する言語活動。  

㻌 ＴＴによるデモ
ンストレーション㻌

㻌 児童は、しっかりと聞き活動
の流れをつかみます。㻌

言語活動 
 実際に英語を

用いて互いの考

えや気持ちを伝

え合う活動 

指導 
 言語材料に

ついて理解し

たり練習した

りする活動 

＝ 

 コミュニケーションの目的、場面や状況を明確に設定する等、工夫することが大切です。さらに、
単元全体のゴール、１時間毎のゴールを明確に示し、見通しをもたせた上で、「必然性のあるやり
取り」が行われることが求められます。 

  発音練習や歌、英語の

文字を機械的に書く活

動は、言語活動ではな

く、練習です。練習だけ

で終わることがないよ

うに気をつけましょう  

 情報を整理しながら考

えなどを形成するといっ

た「思考力、判断力、表現

力等」が活用されると同時

に、英語に関する「知識及

び技能」が活用されます。  

 「聞くこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」

の３領域で言語活動が示されています。「互いの考えや気持ちを

伝え合う」行為には、話すことはもちろん聞くことも含まれます。

児童の興味・関心を考慮しながら、意欲的に言語活動に取り組め

るようにすることが大切です。 

 

 

 

外国語科 

 

 外国語を習得していく

過程においては、英語の

音声に十分ふれること

と、実際に使ってみるこ

とが重要です。 
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 ƲǋƷ܇ɶᡲઃưŴՃƕƭƳƕǓŴݱȷݱݱ 

 ƼƕƭƳƕるܖ 
 ȝǤȳȈĮ 

学ఄ外国語ݱ、るためには学ఄにおƚる学Ƽをɶ学ఄにつなƛ、外国語Ꮛの目の実現をݱ 

科とɶ学ఄ外国語科のᡲઃをることが重要です。ݱ学ఄെ᨞とɶ学ఄെ᨞の指導目、内容など

をൔ ȷ᠋౨᚛し、ƦれƧれの学ఄെ᨞でどのような指導をするǂきか明確にすることが求められま

す。また、ݱ学ఄȷɶ学ఄのࠖ間のऴإʩ੭のೞ˟を設定することも大切です。 

Ӳɶ学ఄғでは、ಮŷなೞ˟を捉えてݱ学ఄとɶ学ఄがめƟす児童ဃࢻをσஊし、学習内容

やଐŷのಮ܇等をऴإʩ੭しႻʝྸᚐにѐめていることでしょう。この取ኵが、ɶ学ఄ入学時の

െࠀをなくし、ǹȠーǺなǹǿートを切ることにつながっています。外国語Ꮛにおいても、ᆢ

ಊ的にݱɶᡲઃを意識した取ኵをਖ਼ᡶしているɶ学ఄғがあります。 
 

     ᩍ⛉にಀる㒊として、「ᑠᏛᰯ英語㒊」を設置している。 

中Ꮫᰯ英語⛉ᩍဨが、ྛᑠᏛᰯに㐌㸯ᅇᤵᴗཧほに行ࡁ、ᑠᏛᰯのᤵᴗの㐍め᪉や児

童のᵝᏊをぢ取ったり、ᢸ௵との㹒㹒を行ったりする。必要に応じて、ᤵᴗのアࣂࢻ

も行う。また、㸲ᑠᏛᰯの児童や指導⪅のᵝᏊをᩍ⛉の中でඹ᭷し、ᑠᏛᰯのእࢫ

ᅜ語活動・እᅜ語⛉のᤵᴗのᮇᚅや中Ꮫᰯእᅜ語⛉のᤵᴗに⏕した᪉がよいことな

どについて༠㆟する。 

     中Ꮫᰯ英語⛉ᩍဨが࣮ࣜࢻして、中Ꮫᰯ༊ෆ

の㸲ᑠᏛᰯでඹ㏻実㊶していくことを整理し、

ᑠᏛᰯ英語㒊の中でᥦし「ᑠᏛᰯ英語ᤵᴗ

実㊶ࢻ࣮ࢲࣥࢱࢫ」をస成した。 

ĬஇИとஇࢸのあいさつ（英語で行う） 

ĭெは、Ხ本ዴを使って行う 

Įȯーǯシートは、Ხ本ዴもしくは１本ዴがࡽいてあるものを使う。 

į܌体は全てወɟする。（ Ჴݱ学ఄૼで使用されている܌体） 

İListen carefully./Eye contact./Clear voice.を意識する。 

 ྛᑠᏛᰯに࠾いて、⫋ဨでእᅜ語活動・እᅜ語⛉のᤵᴗᨵၿ、実に取り組ࡳ、中ᏛᰯとᏛ

びをつなࡆていくことの大切さは言うまでもありまࡏん。しし、中ᏛᰯでඹにᏛࡪᏊどもたちで

あることを考えると、ྛ ᑠᏛᰯのᏛ習の᪉ἲや取り組ࡳ᪉等について、中Ꮫᰯ༊ࡈとにඹ㏻理解し

情報ඹ᭷して࠾くことが大切です。また、እᅜ語活動・እᅜ語⛉をᏛんでࡁたᏊどもたちを受けධ

れる中Ꮫᰯに࠾いても、ධᏛ前のᏊどもたちのᏛ習ෆᐜ、ᤵᴗの㐍め᪉、β Ꮚ等をᑠᏛᰯᩍဨとඹ

᭷・☜認して࠾くことが大切になります。 

ᑠᏛᰯ英語㒊 

 ◆㧗Ꮫᖺの㸰Ꮫᖺにわたって⥅⥆的に⧞り㏉し、文字を書くこ 
   とを༑分に⤒㦂さࡏることが㔜要である。 
 ◆書れたものをཧ考にして、書ࡁしたり、なࡒり書ࡁしたり、  

  㑅んで書いたりして、自分の気持ちや考えなどを書いて伝え合うようにさࡏる。 

 音ኌで༑

分に័れぶ

しんだᚋ 書

く活動を行

いましょう

 より「学ఄ英語ಅ実ោǹǿンȀーȉ（క）ݱ」

 

 

 ྛᏛᰯẁ㝵で㌟に付けさࡏるෆᐜを☜認し、ྛ 中Ꮫᰯ༊、ྛ ᏛᰯのᏊどもたちの実ែに合わࡏ
た࣮ࢦルࢪ࣮࣓に基づࡁ「必↛ᛶのある言語活動」を設定することが大切です。また、ᩍဨ自
㌟が、እᅜ語ᩍ⫱の指導にᑐして✚ᴟ的なጼໃで関わることが、実したእᅜ語活動・እᅜ語⛉
のᏛ習を実現することにつながります。 

  」ᩘᰯのእᅜ語活動及びእᅜ語⛉のᤵᴗをᢸᙜすることで、児童⏕ᚐのᏛ習ෆᐜを୍定にᥞ  

 えたり、ᑠᏛᰯ༞ᴗ時のᏊどものጼを中Ꮫᰯにᘬࡁ⥅いだりでࡁる。 

  ྛᑠᏛᰯのᩍဨやᏊどもたちのᵝᏊを知っている㸿㹊㹒ら情報をᚓて、中Ꮫᰯ༊としての

እᅜ語ᩍ⫱の≧ἣをᢕᥱでࡁる。これはᑠ中㐃ᦠ、ᑠᑠ㐃ᦠの୧᪉のどⅬで᭷ຠである。 

✚ᴟ的にᤵᴗをබ㛤し、互いにཧほし合ったり◊✲༠㆟をしたりすることで、指導᪉ἲや

᪥ࠎのᅔりឤをඹ᭷し、ຓ言し合える。ᩍဨ、Ꮫᰯのつながりを⏕むだけでなく、互いの指導

力ྥ上にもつながる。 

  ᑠᏛᰯで用したᩍ材や成ᯝ≀等を中Ꮫᰯでの導ධ等でᢅうことにより、᪤習㡯とのつな 

 がりを⏕ᚐ自㌟が自ぬでࡁるようになる。 

  ᑠᏛᰯでのᏛびの㊊㊧を中Ꮫᰯᘬࡄ⥅ࡁことにより、指導⪅はᑠᏛᰯでのᏛびをᢕᥱして 

 指導でࡁる。 
 

 これらの૾ඥˌ外にも、ݱ学ఄ外国語活動ȷ外国語科とɶ学ఄ外国語科の

᧙ᡲを意識したᡲઃのための取ኵがᎋえられます。܇どもたƪにᏋをめƟ

すឋȷᏡ力を意識した取ኵが求められます。 

 ɶ学ఄ英語科Ճが、Ӳݱ学ఄでのಅޒの基本Ȣȇルを、ݱ学ఄの外国語Ꮛਃ࢘ 

ᎍに੩కȷңᜭしたኽௐ、児童の実७や᫆にӳわせながら取り入れていくこととなりま 

した。実ោしながらဃơるᛢ᫆にݣして、ોծሊ等をңᜭしていくことで、外国語Ꮛに 

おƚるݱɶᡲઃがɟޖᡶǉことがࢳできます。 

ȷႻ意識 

ȷӒࣖ 

 

 表現したい内容をɟᢿきϙす。 

 
 まࡎは、Ꮚどもたちがእᅜ語

のᴦしさをឤじられ、Ꮚどもた

ちのためになると思うことを、

中Ꮫᰯ༊で☜認しながら実㊶

してࡳることが大切です。実㊶

する中で、ᩍဨ同ኈの関ಀが῝

まり、発㐩ẁ㝵に応じた、より

ຠᯝ的な指導᪉ἲを༠㆟した

り、ྛ 中Ꮫᰯ༊に合ったయไづ

くりを᥎㐍したりすることが

でࡁます。 
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 ƲǋƷ܇ɶᡲઃưŴՃƕƭƳƕǓŴݱȷݱݱ 

 ƼƕƭƳƕるܖ 
 ȝǤȳȈĮ 

学ఄ外国語ݱ、るためには学ఄにおƚる学Ƽをɶ学ఄにつなƛ、外国語Ꮛの目の実現をݱ 

科とɶ学ఄ外国語科のᡲઃをることが重要です。ݱ学ఄെ᨞とɶ学ఄെ᨞の指導目、内容など

をൔ ȷ᠋౨᚛し、ƦれƧれの学ఄെ᨞でどのような指導をするǂきか明確にすることが求められま

す。また、ݱ学ఄȷɶ学ఄのࠖ間のऴإʩ੭のೞ˟を設定することも大切です。 

Ӳɶ学ఄғでは、ಮŷなೞ˟を捉えてݱ学ఄとɶ学ఄがめƟす児童ဃࢻをσஊし、学習内容

やଐŷのಮ܇等をऴإʩ੭しႻʝྸᚐにѐめていることでしょう。この取ኵが、ɶ学ఄ入学時の

െࠀをなくし、ǹȠーǺなǹǿートを切ることにつながっています。外国語Ꮛにおいても、ᆢ

ಊ的にݱɶᡲઃを意識した取ኵをਖ਼ᡶしているɶ学ఄғがあります。 
 

     ᩍ⛉にಀる㒊として、「ᑠᏛᰯ英語㒊」を設置している。 

中Ꮫᰯ英語⛉ᩍဨが、ྛᑠᏛᰯに㐌㸯ᅇᤵᴗཧほに行ࡁ、ᑠᏛᰯのᤵᴗの㐍め᪉や児

童のᵝᏊをぢ取ったり、ᢸ௵との㹒㹒を行ったりする。必要に応じて、ᤵᴗのアࣂࢻ

も行う。また、㸲ᑠᏛᰯの児童や指導⪅のᵝᏊをᩍ⛉の中でඹ᭷し、ᑠᏛᰯのእࢫ

ᅜ語活動・እᅜ語⛉のᤵᴗのᮇᚅや中Ꮫᰯእᅜ語⛉のᤵᴗに⏕した᪉がよいことな

どについて༠㆟する。 

     中Ꮫᰯ英語⛉ᩍဨが࣮ࣜࢻして、中Ꮫᰯ༊ෆ

の㸲ᑠᏛᰯでඹ㏻実㊶していくことを整理し、

ᑠᏛᰯ英語㒊の中でᥦし「ᑠᏛᰯ英語ᤵᴗ

実㊶ࢻ࣮ࢲࣥࢱࢫ」をస成した。 

ĬஇИとஇࢸのあいさつ（英語で行う） 

ĭெは、Ხ本ዴを使って行う 

Įȯーǯシートは、Ხ本ዴもしくは１本ዴがࡽいてあるものを使う。 

į܌体は全てወɟする。（ Ჴݱ学ఄૼで使用されている܌体） 

İListen carefully./Eye contact./Clear voice.を意識する。 

 ྛᑠᏛᰯに࠾いて、⫋ဨでእᅜ語活動・እᅜ語⛉のᤵᴗᨵၿ、実に取り組ࡳ、中ᏛᰯとᏛ

びをつなࡆていくことの大切さは言うまでもありまࡏん。しし、中ᏛᰯでඹにᏛࡪᏊどもたちで

あることを考えると、ྛ ᑠᏛᰯのᏛ習の᪉ἲや取り組ࡳ᪉等について、中Ꮫᰯ༊ࡈとにඹ㏻理解し

情報ඹ᭷して࠾くことが大切です。また、እᅜ語活動・እᅜ語⛉をᏛんでࡁたᏊどもたちを受けධ

れる中Ꮫᰯに࠾いても、ධᏛ前のᏊどもたちのᏛ習ෆᐜ、ᤵᴗの㐍め᪉、β Ꮚ等をᑠᏛᰯᩍဨとඹ

᭷・☜認して࠾くことが大切になります。 

ᑠᏛᰯ英語㒊 

 ◆㧗Ꮫᖺの㸰Ꮫᖺにわたって⥅⥆的に⧞り㏉し、文字を書くこ 
   とを༑分に⤒㦂さࡏることが㔜要である。 
 ◆書れたものをཧ考にして、書ࡁしたり、なࡒり書ࡁしたり、  

  㑅んで書いたりして、自分の気持ちや考えなどを書いて伝え合うようにさࡏる。 

 音ኌで༑

分に័れぶ

しんだᚋ 書

く活動を行

いましょう

 より「学ఄ英語ಅ実ោǹǿンȀーȉ（క）ݱ」

 

 

 ྛᏛᰯẁ㝵で㌟に付けさࡏるෆᐜを☜認し、ྛ 中Ꮫᰯ༊、ྛ ᏛᰯのᏊどもたちの実ែに合わࡏ
た࣮ࢦルࢪ࣮࣓に基づࡁ「必↛ᛶのある言語活動」を設定することが大切です。また、ᩍဨ自
㌟が、እᅜ語ᩍ⫱の指導にᑐして✚ᴟ的なጼໃで関わることが、実したእᅜ語活動・እᅜ語⛉
のᏛ習を実現することにつながります。 

  」ᩘᰯのእᅜ語活動及びእᅜ語⛉のᤵᴗをᢸᙜすることで、児童⏕ᚐのᏛ習ෆᐜを୍定にᥞ  

 えたり、ᑠᏛᰯ༞ᴗ時のᏊどものጼを中Ꮫᰯにᘬࡁ⥅いだりでࡁる。 

  ྛᑠᏛᰯのᩍဨやᏊどもたちのᵝᏊを知っている㸿㹊㹒ら情報をᚓて、中Ꮫᰯ༊としての

እᅜ語ᩍ⫱の≧ἣをᢕᥱでࡁる。これはᑠ中㐃ᦠ、ᑠᑠ㐃ᦠの୧᪉のどⅬで᭷ຠである。 

✚ᴟ的にᤵᴗをබ㛤し、互いにཧほし合ったり◊✲༠㆟をしたりすることで、指導᪉ἲや

᪥ࠎのᅔりឤをඹ᭷し、ຓ言し合える。ᩍဨ、Ꮫᰯのつながりを⏕むだけでなく、互いの指導

力ྥ上にもつながる。 

  ᑠᏛᰯで用したᩍ材や成ᯝ≀等を中Ꮫᰯでの導ධ等でᢅうことにより、᪤習㡯とのつな 

 がりを⏕ᚐ自㌟が自ぬでࡁるようになる。 

  ᑠᏛᰯでのᏛびの㊊㊧を中Ꮫᰯᘬࡄ⥅ࡁことにより、指導⪅はᑠᏛᰯでのᏛびをᢕᥱして 

 指導でࡁる。 
 

 これらの૾ඥˌ外にも、ݱ学ఄ外国語活動ȷ外国語科とɶ学ఄ外国語科の

᧙ᡲを意識したᡲઃのための取ኵがᎋえられます。܇どもたƪにᏋをめƟ

すឋȷᏡ力を意識した取ኵが求められます。 

 ɶ学ఄ英語科Ճが、Ӳݱ学ఄでのಅޒの基本Ȣȇルを、ݱ学ఄの外国語Ꮛਃ࢘ 

ᎍに੩కȷңᜭしたኽௐ、児童の実७や᫆にӳわせながら取り入れていくこととなりま 

した。実ោしながらဃơるᛢ᫆にݣして、ોծሊ等をңᜭしていくことで、外国語Ꮛに 

おƚるݱɶᡲઃがɟޖᡶǉことがࢳできます。 

ȷႻ意識 

ȷӒࣖ 

 

 表現したい内容をɟᢿきϙす。 

 
 まࡎは、Ꮚどもたちがእᅜ語

のᴦしさをឤじられ、Ꮚどもた

ちのためになると思うことを、

中Ꮫᰯ༊で☜認しながら実㊶

してࡳることが大切です。実㊶

する中で、ᩍဨ同ኈの関ಀが῝

まり、発㐩ẁ㝵に応じた、より

ຠᯝ的な指導᪉ἲを༠㆟した

り、ྛ 中Ꮫᰯ༊に合ったయไづ

くりを᥎㐍したりすることが

でࡁます。 
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